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　パシニア王国の月。

　ルーヴェル家の至宝。

　グラース城の氷姫。






　これらは全て、一人の女性を表す言葉である。






　パシニア王国の第一王女、セリーヌ・ルーヴェル。

　彼女はパシニア王国のみならず、他国でも噂されるほどの、絶世の美女だった。

　陶磁器のような白くきめ細かい肌に、白銀の流れるような美しい髪。長いまつげに覆われた瞳はアメジスト色で、形のいい唇は小さくて可愛らしく、手足は長い。

　彼女が微笑めば誰もが卒倒し、しなをつくれば国さえも傾くと言われているほどの美女。

　しかしながら、性格はその可憐な容姿からは想像ができないほどに苛烈で。よく言えば自由奔放、悪く言えばわがまま。

　父親である国王も彼女の傍若無人っぷりには手を焼いているというが、しかしながら結局は、全て美しい彼女の思ったままにことを進めてしまうという。






　そんな、パシニア王国の第一王女セリーヌ・ルーヴェルがこのたび結婚する運びとなった。

　相手はサイード・ル・シルヴァ。

　見栄っ張りで浪費家なセリーヌのせいで立ち行かなくなったパシニア王国に資金援助をしてくれた隣国、アルハント帝国の皇帝である。

　婚姻期間は、パシニア王国が資金援助してもらったお金を返し終わるまで。

　要は、借金のカタとしての結婚である。


















第一章　猜疑王と偽りの王女












　それは、パシニア王国の月と呼ばれた彼女にしては、あまりにも簡素な結婚式だった。

　ルーヴェル家の至宝が嫁ぐとなれば馬車で王都中を練り歩くだろうと言われたがそれもなく。彼女のために建てたとされるグラース城にドレスを着た氷姫が帰り、宴を開くこともなかった。

　パシニア王国の第一王女、セリーヌ・ルーヴェルと、アルハント皇帝サイード・ル・シルヴァの婚姻式は、帝国に用意された互いの部屋で、結婚証明書にサインを交わすだけで完了した。純白のドレスを着ることも、教会に立つことも、神に誓いを立てることも、何一つしない書類だけの結婚式。

　唯一、式らしいことをしたとするならば、神父が互いの部屋に行き、ありがたいのかそうでないのかよくわからない神の教えを吐いたぐらいで。互いの顔を見ることなく、知ることなく、二人はひっそりと誰にも祝福されることなく結婚をしたのだった。

「き、緊張したー」

　神父が帰った数分後、そうソファーに枝垂れかかったのはセリーヌだった。

　彼女は『神の絹』とまで呼ばれた美しい白銀の髪を惜しみなくソファーにたらしながら、緩んだ表情で「はあぁあぁ……」と息をつく。

　そんな彼女を窘めるのは、パシニア王国からついてきた侍女、ナタリー・グロッソである。

「もう、だらしない！　そんな風にしていたらちっともお姫様っぽく見えないわよ！」

「そう、かなぁ」

「そうよ！　少なくとも、｜本物のセリーヌ様ならそんなことはしないわ！」

　その窘めにセリーヌ――いや、セリーヌのふりをしている彼女は、身体を起こした。






　彼女の本当の名前はソフィ・マーロウ。

　白銀の髪とアメジストの瞳という、セリーヌと同じ特徴を持った、どこにでもいるしがない平民の娘である。そして、ナタリーは彼女の幼馴染だった。

「でもまさか、私がセリーヌ様のふりをして帝国に嫁ぐだなんて……」

　ソフィは未だ現実を受け止めきれない様子でそうぼやく。






　どうして平民である彼女が身分を偽ってこんなところにいるのか。その理由は半年ほど前まで遡る。

　きっかけはソフィの母親が倒れたことだった。

　彼女の母親は決して病弱というわけではなく、倒れるまでは料理人として、バリバリと王宮で働いていた。セリーヌが頻繁に宴を催すので、忙しそうではあったし、夜に突然呼び出されるようなこともあったが、それでもこれが天職だと言わんばかりに彼女は毎日楽しそうに働いていた。

　病気なんてそれまでひとつもしたことがなく、風邪にかかったときでも一日寝ていればすぐに回復していた。

　そんな元気だったはずの母親が倒れたのだ。

　ソフィはすぐに医者を呼んだ。そのおかげか、意識不明だった母親も翌日には目を覚ましたのだが……






『お母様には病気があります。治療をするためには専用の設備がある病院に入院しなければなりません』






　と医者に言われてしまったのだ。そして、その病院に入院するためには、とんでもないお金がかかるとも……。

　王宮に勤めていたこともあり、それなりに潤っていたマーロウ家だが、母親にその治療を受けさせるだけの大金まではなかった。

　どうしたものかと悩んでいるとき、彼女に呼び出されたのだ。

　パシニア王国の第一王女、セリーヌ・ルーヴェルに。






『貴方が、ソフィね』






　鈴の鳴るような声でそう言いながら、彼女は玉座からソフィを見下ろした。

　謁見の間で縮こまるソフィを、セリーヌは頭の先から足先までじっくりと眺めた後、まるで馬鹿にするように息を吐き出す。






『まぁ、私よりは見劣りはするし、こんなちんちくりんが私だって思われるのは癪だけれど。まぁ、これでいいでしょう』

『何を……』

『貴女、私の代わりに帝国に嫁ぎなさい』






　傲慢に、尊大に、居丈高に。噂と違わぬ横暴な態度で、彼女はそうソフィに扇の先を向けた。






　話を聞けば、近々帝国から資金援助を受ける話があるらしい。資金援助と言っても無利子でお金を貸してくれるだけなので、くれるというわけではないのだが。国庫がほとんどつきかけている現状ではそれでさえもありがたく、国王はその話を是非にと受けたそうだ。しかし、資金援助をする条件として帝国はある条件を出した。それは、帝国と王国の間にある土地を借金のカタに差し出せというものだった。もちろん借金を返し終わったあとは返してくれるというのだが、実質は土地を奪われることと同義だった。

　国王としても代々守ってきた土地を手放すことに多少の躊躇はあったが、背に腹は替えられぬと、その条件を飲もうとした。……が、セリーヌがそれに反対をした。

　なぜならその土地には、セリーヌが国王にわがままを言って建ててもらった、お気に入りのグラース城があるからだ。土地と一緒にそれを渡すことがどうしても嫌だった彼女は、父親に頼み、こんな手紙を書いてもらう。






『土地の代わりに我が娘セリーヌを差し出すので、なんとかならないか』






　この手紙に皇帝は難色を示したらしいが、かの国の議会が『王国とも縁が作れる上に、国王から溺愛されている彼女なら、これ以上ない借金のカタになる』と、半ば無理やり承認してしまったらしいのだ。






『つまり、私がセリーヌ様のふりをして、代わりに帝国へ嫁ぐ……ということですか？』






　ソフィは信じられない面持ちで自身を指した。






『そう。話が早くて助かるわ』

『む、無理です！　私がセリーヌ様のふりなんて……！』

『私が聞きたいのはその言葉じゃない』






　静かに。けれどピシャリとセリーヌはそう言い切る。

　その威厳さえも感じられる話し方に、ソフィは一瞬何もいえなくなった。






『で、でも……』

『貴女、最近お母様が倒れたんでしょう？』






　その言葉にぎくりとした。弱みを握られるという感覚をはじめて味わったような気がした。

　顔を上げると、セリーヌの色っぽい唇が綺麗な弧を描く。






『もし、私の代わりに帝国に行ってくれるのなら、国がお母様の治療費を全部出してあげるわよ？　病院だって、いい病院に入れてあげる』

『え？』






　絶対に断られないという自信があるのか、それともそういう作戦なのか。彼女は『ね？　だから、いいでしょう？』と、甘えたような声を出す。

　何も言わないソフィに、彼女はその長い脚を組みかえた。






『そんなに難しく考えなくても大丈夫よ。ちゃんとこちらに帰ってくる方法あるから』

『帰ってくる、方法？』

『えぇ。一つは、この国が帝国に借金を返すまで待つ、という方法ね。でもこれは現実的じゃないわ。金額が金額だから一、二年の話じゃないし。もしかしたら、貴女が生きているうちには返し終わらないかもしれないしね』

『――そんな！』

『でも、大丈夫。私はちゃぁんと考えているから』






　セリーヌはまるで蛇のような賢しい顔で笑う。






『ソフィ、弱みを握りなさい。借金をチャラにできるような皇帝の弱みを握って、私に報告するの。それができたら、呼び戻してあげる』

『……弱み』

『ねぇ、私のお願い、聞いてくれるわよね？　ソフィ・マーロウ？』






　かくして、セリーヌとしてアルハント帝国に嫁ぐことになったソフィである。

　もちろん平民であるソフィがいきなりセリーヌになれるわけがなく、彼女は半年間みっちりと王族としての教育を受けた。マナーや教養、身体の隅々に至るまで、教え込まれ、叩き込まれ、磨き上げられた。

　そうして今の『セリーヌ』が出来上がったのである。






　ソフィは過去のことを思い出しながらため息をつき、すっかり慣れた手つきで紅茶の支度を始めるナタリーを見上げた。

「それにしても、本当に一緒についてきてもらってよかったの？」

「え。なによいきなり？」

「だって、もしかしたら帰れないかもしれないのに……」

　申し訳なげに視線を下げるソフィにナタリーはからりと笑った。

「いいのよ。身寄りのない私を、ソフィと一緒に育ててくれたおばさまのピンチですもの！　……それに、ソフィを一人送り出した、なんて、おばさまに口が裂けても絶対に言えないしね！」

　ナタリーは腰に手を当てたまま、にっと歯を見せた。






　ソフィの母親は、近所でもとんでもないお人好しで有名だった。人が困っているとつい手を差し伸べてしまう人で、誰かを助けるためならば自分の身はあまり顧みない人でもあった。

　ナタリーもそうやって救われた人間の一人だった。

　彼女の両親は、彼女が幼い頃に馬車で事故死しており、彼女はいつも親戚の中でたらい回しにされていた。使用人のような扱いをされたこともあったし、あからさまに『穀潰し』『もう出ていけ！』と言われたこともある。

　そんな彼女を引き取ったのが、遠縁であるソフィの母親だった。彼女はナタリーを本当の子供のように育て、ソフィとも区別しなかった。

　その背景には、きっと金銭的な余裕もあったのだろうが、それでも家族の数が一人増えるということは家計にとって大変な重荷だろう。

　だからこそ、ソフィを一人で行かせられなかったのだ。帰れないかもしれないとわかっていても、一人でなんて行かせられなかった。

　だから、王宮から帰ってきたばかりの様子のおかしいソフィに口を割らせ、彼女と一緒にもう一度セリーヌの元を訪れ「私も一緒にアルハント帝国に行きます！」と手をあげたのだ。






　ナタリーは少し不満げに口をへの字にさせながら、人差し指を立てる。

「それに、ここの皇帝陛下って猜疑心が強くて、誰のことも疑ってかかるって有名じゃない？　そんな人のところにソフィを一人で放り込んだら、三日と待たずに正体がバレて国に送り返されてしまうでしょう？　そうなったらおばさまの治療だって途中で止めることになってしまうだろうし、ソフィだってどうなるかわからないわ！」

「そんな、大丈夫よ。さすがにそこまでのことはされないと思うわ」

「そういうところが、放っておけないのよ！　親子揃ってお人好しというか、楽観的なんだから!!」

　ナタリーはそう悲鳴をあげる。

　そんな彼女を見ながら、やはりいまいち危機感がないソフィは目を瞬かせていた。

「ソフィがこの調子じゃ、一年なんて悠長なこと言ってられない！　半年！　いいえ、三ヶ月で皇帝陛下の弱みを握って、王国へ帰るわよ！」

「弱み、ね……」

「もぉ！　おばさまにもう一生会えなくてもいいの？」

「そ、それは――！」

「嫌でしょう？　だったら、頑張るしかないじゃない！」

　ナタリーがついてきた理由は、実はもう一つあった。それはソフィのこの性格である。

　母親と一緒で、お人好しで楽天家な彼女は、『皇帝の弱みを握って祖国に報告する』ということに前向きになれないでいたのだ。

　はっきりと『できない』とは言わないが、こういうことが苦手であることはソフィ自身も自覚しているし、できればそんなことしたくないと心の底から思っている。

　ナタリーの言葉で喝が入ったのか、彼女は胸元でぎゅっと拳を作る。

「わ、わかったわ。できるだけ頑張ってみるわね！」

「私が帰れるかどうかもかかってるんだから、本当に頑張ってよ？」

「えぇ！　……でも、ここじゃちょっと難しいかもしれないわね」

　そう言ってソフィが見たのは窓の外だ。彼女が見ている先には、高い塔が三本と、玉ねぎ型の屋根。それと太い柱に高い壁が見えた。あれは、どこからどう見ても王宮である。

　そう。実は二人がいるのは、王宮ではなかった。同じ敷地内にある別の屋敷である。建物の規模としては普通の貴族の屋敷といった感じで、他国から来た姫とその使用人たちを迎えるにしては大きいし、充分すぎる。なので、ないがしろにされている感じはないのだが。だとしても、嫁いできたその馬車で、王宮に寄ることもなくいきなりここに通された事実には、ちょっと侮蔑が込められているのかもしれない。

「借金のカタとして迎え入れたのはわかるけど！　陛下があまりこの結婚に前向きじゃないのもわかるけど！　だとしてもこの扱いはないんじゃないのかしら！」

　自分たちの扱いがよほど不服だったんだろう。ナタリーはそう言いながら床を何度も踏み締めた。

　しかも二人は、まだ皇帝陛下にすら直接会えていないのだ。なので彼がどんな顔で、どんな人物なのか、全くもってわからない。

　実は、ここに来る前に何度か調べてみようとしたのだが、皇帝は猜疑心故に人前に姿を見せることはあまりなく、姿絵などもほとんど存在しないのである。

　つまりこのままだと、会うことすらままならないうえに、顔も姿もわからないという事態になりかねない。そんなのもう、弱みを握るどころの騒ぎではなくなってしまうだろう。

　目の前でプリプリと怒るナタリーを見ながら、ソフィはおっとりと頬に手を当てる。

「だけど、陛下は猜疑心が強い方なのでしょう？　なら仕方がないわ。私だっていきなりやってきた人を、家に入れるのは怖いもの。しかも泊まらせるなんて、ちょっと考えてしまうわ」

「それは家だからでしょ？　部屋数が最低限しかない家だから！　普通の家とあの大きな王宮を一緒にしちゃだめよ！　しかも、結婚の儀式も簡潔すぎるし！　私たちを馬鹿にしてるとしか思えないわ！」

「まぁまぁ、ナタリー。落ち着いて」

　一緒に怒るどころか窘めてくるソフィに、ナタリーは「もぉ！　ソフィ！」と泣きそうな声をあげる。

　そんな彼女にソフィはなおもおっとりとこう告げる。

「うふふ。でも、同じ敷地内だし、散歩でもしていたらたまたま会うこともあるんじゃないかしら？」

「……ま、それは確かにね？　でも問題は、その時その方が陛下だってわかるかどうかなんだけど。……もしかしたら、何か作戦を考える必要があるかもしれないわね」

　そう、ナタリーがため息をついた時、扉がノックされる。

　突然の訪問者に、ナタリーは慌てて立ち上がると「はい。どちら様でしょうか？」とよそ行きの声で応対した。すると、扉の外から低い男性の声が聞こえてくる。

『私だ』

「えっと、……私？」

『……サイードだ』

「サ、サイード様!?」

　ひっくり返った声を上げながら、ナタリーは扉を開ける。すると、扉の先には二人の男性がいた。

　一人は鳶色とびいろの髪の毛に、垂れ下がった目尻のいかにも優しそうな男だ。

　もう一人は、サラサラのブロンドに、青い瞳の眼光鋭い、どこか厳しそうな男である。

　どちらも身長は高く、ソフィの頭一つ分は余裕で高いだろうという感じだ。






　そんな男性たちのうち、おそらく前に立っている男性がアルハント皇帝、サイード・ル・シルヴァだろう。

　格好がキラキラしているし、先程の優しげな声は後ろにいるブロンドの男より、彼が出していると思ったほうがしっくりくる。






　そんな彼女の予想を肯定するように、前に立っていた男が恭しく二人にお辞儀をした。

「アルハント皇帝、サイード・ル・シルヴァです。この度は遠路遥々よくぞおいでくださいました。このようなお出迎えになったこと、大変申し訳なく思っております」

　噂とは真逆のおっとりとした態度で、彼はそう言って腰を折った。まだ何も話していないが、彼を包む雰囲気はふんわりと優しく、なんだかとても気が合いそうである。微笑むと現れる笑窪えくぼもチャーミングだし、下がった眉尻も愛らしい。

　男性にこんなことを思ってはダメなのかもしれないが、なんだかとても可愛いらしい男性だ。

（彼が、私の夫――）

　正確に言えば自分の夫ではないのだが、なんだかそんな気分になってしまう。

　もっと厳しそうな男を想像していたソフィは、ソファーに腰掛けたまま彼をぼーっと見上げた。

「こちらが挨拶をしたというのに、そちらは挨拶もないのですか？」

　そう言ったのはサイードの後ろにいたブロンドの男だった。彼はサファイヤのような青い瞳を細めて、怪訝な顔でソフィをにらみつける。

　突然の鋭い言葉に、ソフィの視線もそちらに移った。

「大体、陛下が現れたというのに椅子に座ったままと言うのはどうなんですか？　パシニア王国はそこそこ発展した国だと思っていましたが、王家の教育でさえも行き届いていないとは、呆れ返ってしまいますね」

「え？　あ、あぁ！　すみません！」

　指摘されて初めて自分が失礼な態度をとっていることに気がついたソフィは、慌てて立ち上がり、頭を下げた。

「申し訳ございませんでした！　セリーヌ・ルーヴェルと申します！」

　それは、何度も練習した挨拶とははるかにかけ離れていた。

　本当だったら威風堂々と優雅な仕草で、完璧な淑女の礼を見せるはずだった。しかし、叱責されたことにより混乱した彼女は、その全ての工程を頭から吹っ飛ばしていたのである。さすが付け焼き刃だ。

　そんな彼女の謝罪に、男はあからさまにため息をついた。

「今更形だけ取り繕っても……」

「ま、まぁまぁ！　こちらだって色々と彼女たちには礼を欠いているわけだし！」

「それは――」

　男は一瞬だけ反論するような雰囲気を見せたが、すぐに怒りの矛を収めた。しかしその鋭い瞳は、なおもソフィをずっと睨みつけている。なんだか怖い。すごく怖い。

（こ、この人、サイード様より苦手かもしれない……）

　表面は笑顔で取り繕いながら、ソフィはそう身を震わせた。

　男がおとなしくなったことに、サイードはホッと胸を撫で下ろし、ソフィたちに改めて向きなおった。そして、「とにかく！」と話を元に戻す。

「ようこそ我が国へ、セリーヌ。今日から私たちは夫婦になります。どうぞ末長く、よろしくお願いします」

「は、はい！　こちらこそよろしくお願いいたします」

　ソフィは背筋を正し、今度こそちゃんとした淑女の礼をとった。男の鋭い視線が気になったが、そこはもう見て見ないふりである。

「セリーヌ様」

　体勢を戻したその時、ナタリーに袖を引かれた。振り返ると彼女は耳に顔を近づけ「ここのこと！」と彼女にしか聞こえない声で囁いてくる。その声にソフィははっと顔を跳ね上げ、口を開いた。

「あの、この屋敷のことなのですが……」

「屋敷？」

「ずっとこのままなのでしょうか？」

　不安げな顔でそう聞くとサイードは「あぁ！」とどこか納得したような顔で手を打った。

「そのことなら安心してもいいよ。君たちがここにいるのは、部屋の改装が終わるまでだから」

「部屋の改装、ですか？」

「恥ずかしい話なんだけど、まだ君を迎え入れる準備が整ってなくてね。それが終わるまで、ここにいてもらうことになったんだ。まさか工事の人間が出入りする部屋に君を置くわけには行かないだろう？」

「そうなんですね！」

　その言葉にソフィはほっとした。どうやら嫌がらせをされているわけでも、避けられているわけでもないようである。

　しかし、サイードは「ただ……」と声を低くした。

「私はあちらで仕事をするから、こちらにはあまり顔を出せないけれど」

「そうなんですか」

「うん。だから私の代わりに、彼をこの屋敷に置いておこうと思う」

「え？」

　そう言ってサイードが視線を送ったのは、さっきからずっとソフィを睨みつけているあの男である。

　サイードはまるで差し出すかのように、男を彼女たちの前に立たせた。そして柔和な表情で紹介を始める。

「彼の名前はロマン・ド・ミュラ。彼にはこの屋敷の全ての管理を任せる予定だよ。ほら、ここの使用人たちはみんな雇ったばかりだから、誰か統率する人間が必要だろう？」

「そう、ですね」

　恐る恐る頷くと、男――ロマンはそこで初めてソフィに頭を下げた。

「初めまして、セリーヌ様。気軽にロマンと呼んでください」

「ロマン……様？」

「……」

「わかったわ、ロマン。よろしくね！」

　無言の抵抗を感じ取ったソフィは、慌ててそう言い直した。使用人に『様』なんて使うな。仮にも妃なら威厳を保て……ということだろうか。

　そんな二人の険悪な雰囲気に気づいているのかいないのか。サイードはどこか肩の荷が下りたかのように、口を開く。

「何か困り事があれば、彼に言って貰えばいいですから」

　そんな彼の言葉に「嫌です」と言うわけにもいかず、ソフィは「わかりました」と頷くことしかできなかった。







◆◇◆








　それから一週間後――

「私、あのロマンって人、大嫌い！」

　そう声を上げたのは、まさかのナタリーだった。

　セリーヌに用意された部屋で、彼女は腹立たしげに何度も地団駄を踏む。

「大体！　言っていることがいちいち厳しすぎるのよ！　やれ、シーツのしまい方が違うだの！　やれ、帳簿の付け方が違うだの！　最後には料理にも口を出してきちゃってさ。料理長もカンカンで！」

「それは、大変だったのね……」

「確かに、わかるのよ？　全員が全員、雇われたばかりの人たちだから、王宮のやり方なんてわからないし！　ただ、ちょっと厳しすぎない？　って話でさー。もう、嫌になっちゃう！」

　口を窄めながらそう言った彼女は、ソフィの座るソファーに遠慮なく腰掛け、息を吐いた。

「それにあの人、やっぱりソフィの監視役だと思うのよね」

「え。そうなの？」

「だってあの人、ずっとあなたのことを目で追ってるのよ？」

　そう言いながら、ナタリーは人差し指と親指で自身の両目をこれでもかと開いて見せた。

「あんなに穴が開くほど見つめるなんて、恋してるんじゃなかったら、監視しているとしか思えないわ！」

「そう、なのね。気がつかなかったわ」

　ソフィが一人で出歩くことは少ないが、それでも散歩をしたり、本を借りに図書室に行ったりはする。きっとナタリーはその時のことを言っているのだろう。

「それに、私にソフィのことばかり聞いてくるのよ。『何か刃物のようなものを持ち歩いているか』とか。『危険な思想は持っていないか』とか」

「えぇ!?」

「きっと彼、ソフィが陛下のことを傷つけると思ってるんじゃないかしら。じゃないとあんな尋問みたいな真似、してこないもの」

　その言葉にソフィは目を丸くした。

　まさかそんなふうに思われているなんて予想外の展開である。

　確かに彼は最初からソフィにけんのんな目を向けていたが、まさか賊だと思われているとまでは思わなかった。

（でも、向こうからしたらセリーヌ様が無理やり嫁いできたように見えるわけだから、それも無理ないことなのよね）

　この結婚は、皇帝ではなく議会が決めたものだ。陛下はずっと反対していたと言っていたし、このぐらいの警戒はもしかすると普通なのかもしれない。

「陛下ってば、優しそうに見えたけど、やっぱり噂通りの人なのね。監視役を置いておくだなんて。だってほら！　あんなこと言いつつも、やっぱり初夜にソフィのもとを訪れなかったじゃない？」

「それは、確かにそうね」

　そう、実は結婚した日の夜、二人の間には何もなかった。

　事前に何も聞かされていなかったし、使用人たちに気合が入っているという感じでもなかったからないだろうとは思っていたが、やっぱり案の定サイードはソフィの部屋にやってこなかった。

（私としてはちょっと安心したけれど……）

　一応そういう覚悟もしていたとはいえ、ないならないにこしたことはないのだ。

　セリーヌになり切るための教育を受けたときに、夜伽よとぎに関しても一通りのことは学んだが、それも座学だったし。基本的には『男性に任せておけばいい』という曖昧なものだったから不安だったのだ。何をされるかわからない、というのはやっぱり単純に恐ろしい。

「でも、本当に疲れたわ！　こういう時こそ、おばさまのスープが食べたい！」

「そうね。私も久しぶりにお母さんのスープが飲みたいわ」






　疲れた時や落ち込んだ時に作ってくれた母親の自信作。家庭の味。

　王宮で料理人として働く彼女の腕はやはり一流で、ソフィもナタリーもそのスープが大好きだった。

「何か特別な材料を使っているわけじゃないのに、なぜか本当に美味しいのよね」

　倒れる前のことを思い出しているのだろう。ナタリーの顔は緩む。

　そして、しばらく天井を見つめた後、彼女は勢いよく立ち上がった。そして、先ほどの疲れを全く感じさせない顔で笑う。

「よっし！　なんか話してたら元気になってきたわ！　休憩後の仕事も頑張るぞー！」

「わ、私も何か手伝おうか？」

「何言ってるのよ。お姫様が一緒に仕事してたらおかしいでしょ？」

　呆れたような顔でナタリーがそういうと、ソフィは申し訳なさそうな顔で俯いた。

「で、でも、ナタリーにばかり働かせて申し訳ないわ」

「何言ってるのよ！　陛下の弱みを握るのがあんたの仕事でしょう？　というか、何度も言うけれど。それをしてくれないと私も国に帰れないんだから、頑張ってよね？　別に、あの国自体に未練は無いけれど、マリーさんには会いたいじゃない？」

「そうね。そう、よね！」

　その言葉でスイッチが入ったのか、ソフィは胸元でぐっと拳を作った。

　そして、勢いよく立ち上がる。

「わ、私もちょっと外を散歩してくるわ！　もしかしたら陛下に会えるかもしれないし！」

「そう、その意気よ！　頑張って！」

　背中を叩かれ背筋が伸びる。「わかったわ！」とうなずくと、ナタリーは歯を見せて笑った。






「と言っても、陛下ってここまで散歩に来るのかしら……」

　ソフィがそうぼやいたのは、ナタリーとのやりとりからおおよそ一時間後だった。彼女は屋敷の周りを歩きながらうーんと眉を寄せる。

　王宮の方に歩いてみたはいいものの、周りに人はいない。というか、こんな森なのか林なのかわからない中を歩く人なんているのだろうか。

「王宮ってどうしてどこもかしこもこんなに広いのかしら……」

　住んでいる建物もそうだが、そもそも敷地が広大だ。ソフィが住んでいる家なんて何十軒と建ってしまいそうだし、このままだと迷子になってしまう可能性すらある。そもそも敷地内にある程度は整備されているとはいえ林のようなものがあると言うのはどうなのだろうか。ちょっと無駄が多すぎだし、ここで畑でも作れば色々なものが採れるだろうに……と、ソフィは平民の頭で考えた。

「ここで陛下に会おうとするのは、ちょっと現実的ではないのかもしれないわね……」






　考えが甘かったことを反省し、ソフィがそう踵を返した時だ。

「そこで、何をしているんですか？」

「え？」

　背後から声をかけられて、ソフィは振り返った。そこには、怪訝な顔でソフィを見下ろすロマンの姿があった。全く気配なく現れた彼に、ソフィは驚き、たたらを踏んだ。そして、後ろにこけそうになる。

「きゃっ！」

　それを助けたのはロマンだった。

　彼はソフィの手首を引き寄せると、彼女の体勢を立て直させる。

「あ、ありがとうございます……」

「陛下に会おうと思っていたんですか？」

「え？」

「陛下に会って、何を企んでいたのですか？」

　こぼした言葉を聞かれていたのだろう。彼はそう言って眉間の皺を深めた。

　というか、顔を合わせた瞬間から眉間に皺を作っているなんて、ちょっと失礼じゃないか。もしかしてあれは、標準装備か何かなのだろうか。それともそこまで嫌われるようなことをソフィがもうしているかのどちらかである。

　何も言わない彼女に苛立ったのか、ロマンの手首を握る手の力が強くなる。

「――っ！」

「陛下に会って、何をしようとしていたんですか？　暗殺ですか？　それとも色仕掛けで――」

「い、色仕掛けなんて！」

　そこでソフィの頬は真っ赤に染まる。想像したわけではないが、それがどういったことをするのかぐらいはソフィだって知っていたからだ。

　狼狽えだした彼女にロマンは少し警戒を解いたようだった。

「それじゃぁなんで陛下を探していたのですか？」

　それでもなお鋭い視線がソフィを刺す。彼女は俯いた。

　正直に言えば『話をしたかっただけ』なのだが、そういうのは言ってもいいものなのだろうか。女性が恋仲でもない男性と話がしたくて林の中を徘徊しているだなんて、なんだかちょっと変態的だ。

（それにそんなことを言ったら、私が陛下のことを好きだと思われかねないわよね）

　好き嫌い云々の前にもう二人は夫婦なのだが、それはそれ、これはこれ、である。

　そういった気持ちも相まってか、ソフィの頬はさらに桃色に染まった。しかし、恥ずかしがってばかりいても、この窮地は脱することはできないだろう。

　彼女はつま先をこすり合わせると、か細い声で、恥ずかしげに言葉を紡ぐ。

「わ、私は……陛下と、お話がしたくて……」

　やっとの思いで発した言葉に、ロマンは「ほぉ」と片眉をあげた。そして、彼女に届くか届かないかの声で「まぁ、顔はいいからな……」と呟いた。

　その呟きにソフィが首を傾げると、ロマンが息をつく。

「陛下は今お忙しいので誰ともお会いになりません」

「そう、ですか」

「そういう機会はまたこちらが手配しますので、大人しく待っていてください」

「……はい」

　そう言われてしまえば終いだ。もう待つことしかできないだろう。

　早く陛下の秘密を掴んで、ナタリーと一緒に国に帰りたいのに、今は機会を待てということか……

（でも、ちょっとほっとしたかも……）

　弱みだなんてどうやって探ればいいのかわからない。そもそも彼に弱みがあるのかもわからないし、やっぱり誰かの弱みに付け込むのは良心が咎める。

　ソフィは肩の力を抜くと、改めて目の前の男に向き合った。

「えっと、ロマンはどうしてここに？」

「私ですか？　私は、ちょっと彼方に用事が……」

　そう言って彼が指したのは王宮だった。その瞬間、ソフィは目を剥く。

「そんな顔しても陛下には会わせませんからね」

「ち、違うわ！　そうじゃなくて、こっちで仕事をしているのに、王宮でも仕事をしているだなんて、働きすぎじゃないかって驚いたのよ」

「……あぁ」

　納得がいったと言うように、ロマンはそううなずいた。

　平然としている彼をソフィは覗き込む。

「ナタリーに聞いたわ。結構厳しく指導してるって……」

「愚痴でも吐いていましたか？」

「そ、そんなことは！」

　慌ててそう否定するが、声の上ずり方からして、ナタリーがどう愚痴ったのかは伝わってしまっただろう。そして、ソフィが嘘のつけない人間だということも。

　どちらが可笑しかったのかはわからないが、ロマンは吐き出すように笑う。

「ま、別に構いませんよ。嫌われることは覚悟の上で細かいところまで指導していますから」

「でもそれって、細かいところにまでよく目が届くってことでしょう？　ロマンが真剣に仕事をしている証拠だわ！」

　なぜかその言葉にロマンは困ったような顔になった。

　そんな彼の変化に気づくことなく、ソフィは続ける。

「なのに王宮の仕事までしているだなんて、ロマンってば働き者なのね」

「王宮では部下がまとめてくれていた書類に目を通すだけなので、さほど仕事をしているわけではありません」

「でも、その部下を育てたのはあなたなんでしょう？」

「……」

「だったらやっぱりすごいわ」

　そうして彼は、やっぱり困ったかのような顔つきになった。

　初めて見る彼の表情にソフィは首を傾げる。そして、しばらく考えたのち、胸の前で手を打った。

「あぁ、そうだ！　ロマン、ちょっとついてきてくれる？」

「は？　どこに行くんですか？」

「厨房！」

　その言葉に、ロマンは再び警戒の色を顔に貼り付ける。

「厨房？　まさか刃物を手に入れるために厨房に……？」

「ち、違うわよ！　少し、スープを作りたくなって！」

「スープ？」

「えぇ。ロマンにも飲ませてあげる」









　じゃがいもににんじん。玉ねぎにキャベツ。

　ニンニクはみじん切りにして油で炒めて、香りが出てきたら角切りにした野菜をお鍋に入れる。野菜に火が通ったら、あらかじめ皮をはぎ潰しておいたトマトを加えて、鳥の骨などで煮出しておいたスープを加え、煮立たせる。

　そして、最後に塩胡椒。隠し味に蜂蜜も少々。

　器に盛ったあとにアクセントでパセリを散らせば……

「はい。特製スープの完成よ」

　ソフィは厨房で、料理人たちが恐々と見守る中調理を終えたあと、そうロマンにスープの入った器を差し出した。しかしロマンはそれを受け取ることなく、むしろ押し返しながら、怪訝な声を出す。

「やけに手際がいいんですね」

「えぇ。お母さんに教えてもらったの！」

　自分が今一体どんな格好をしているのか加味しないまま、彼女はソフィ・マーロウとしてそう言った。

　当然、ロマンは疑わしげな声を出す。

「お母さん？　妃様は料理をされる方だったのですか？」

「あ」

「あ？」

「…………えぇっと。たまに？」

「そんな話は聞いたことがありませんでしたが。そう、ですか」

　まさか目の前にいる人間がセリーヌではないだなんて思い至らない彼は、疑いつつもそう納得してくれる。

　一方、ソフィの背筋には冷や汗が流れていた。

（あ、危なかった……）

　危うく正体がバレてしまうところだった。

　あまり自分を偽ることが得意でないにしても、さすがにこれは早すぎるだろう。

　ナタリーは『私がいなきゃ三日でバレる』みたいなことを言っていたが、これではもう笑えない。

「で、それをどうするんですか？」

「え？」

「まさか、それに毒を盛って陛下に――」

「そ、そんな勿体無いことするわけないじゃない！」

　まさかの角度で疑われ、ソフィは慌てて否定した。

「ナタリーにあげるのよ」

「ナタリーに？」

「えぇ。ナタリー、昔っからお母さんの作るこのスープが大好きだったの！　さっき、『久しぶりに飲みたい』って言ってくれたから……」

「妃様は、貴女の侍女にスープを振舞うような人だったんですか？」

「そ、そう。たまに！　たまにね！」

　もうダメかもしれない。

　ソフィは頬を引き攣らせた。

　ここに来るまではなんとかなるような気がしていたが、おそらく自分には『嘘をつくこと』が壊滅的に向いていない。

　今彼女を助けているのは『まさか偽物を送り込んでくるわけがない』『外交的にも損しかないから、そんなことをするはずがない』という相手の思い込みである。

「それにしてもいい匂いですね」

「あ、たくさん作ったから、ロマンも飲んでみる？　というか、そのためにつれてきたのだし！」

「いえ、結構です」

　ロマンはそう言いながら一歩下がった。

　ソフィは逆に一歩距離を詰める。

「そう言わないで。自信作なのよ？」

「いりません」

　またお互いに一歩。

「どうして？　もしかして、トマト嫌い？」

「そういうわけではありませんが……」

　そうしてまた、一歩ずつ。

「じゃぁ……」

「――いらないって言ってるだろ！」

　いきなり鋭い声でそう言われ、ソフィは固まった。

　彼女のそんな表情にロマンの顔にも、しまった、という焦りと、多少の罪悪感が見て取れる。

「あの……」

「……」

「……」

「そっちのほうがロマンらしいわね！」

「は？」

　思わずといった感じの彼の低い声に臆することなく、ソフィはちょっと興奮しているように身を乗り出した。

「あ。なんか変なふうに聞こえてたらごめんなさい！　ただ、なんかずっとムズムズしてたの！　あなたに敬語使われること」

「なぜ、ですか？」

「だって貴方、私のこと全然敬ってないんだもの！」

　その瞬間、ロマンは衝撃を受けたような顔で固まった。

「お話をしている間ずっと、胸の中がモヤモヤとしてたんだけど。たった今、その理由がわかったわ！」

　喉の奥に刺さった小骨が、ようやく取れたようなすっきりとした顔で、ソフィはそう晴れやかに笑う。

「ロマン、もう別に無理しなくてもいいのよ？　敬語を使われなくても、私は気にしないし！」

「俺は、別に無理をしてなんか……」

「あ、本当は『俺』なのね！　それは意外！　新鮮だわ！」

「……」

　なぜか負けたような顔でロマンはソフィを見つめる。そしてしばらく考えた後に、ゆっくりと息を吐き出した。

「わかった。それじゃぁ今後、人の目がない時はこっちの喋り方でいかせてもらう。敬語をつかうのに抵抗はなかったが、君を尊敬してないのは事実だからな」

「えぇ！　なんだか距離が近づいたようで嬉しいわ」

「……」

　全力の嫌味をあっけなく躱かわされ、なぜだか彼は口をへの字に曲げ、「それはよかったな」と低い声で言った。

　そんな彼の今まで見たことなかった表情に、ソフィは笑みを大きくした。

　なんだかちょっと、彼に近づけたような気分になったからだ。

「ってことで、はい。どうぞ」

「君は、話を聞いてなかったのか？」

「でもほら。ロマン疲れてそうだし！　これね、ナタリーに飲ませようと思って作ったのも本当だけど、ロマンが疲れてそうだから作ったのでもあるのよ」

「俺に？」

「ほら、お仕事大変そうだから」

　その言葉に、彼は少しだけ意外そうな顔をした。しかし、すぐに元の厳しい顔つきに戻る。

「そんなふうに言っても、そんな毒の入っていそうなもの……」

「だから、毒なんて入ってないって言ってるでしょう？」

　ソフィは持っていたスプーンで器のスープを掬い自分の口に入れた。そして「美味しい」と嬉しそうに頬を引き上げる。そのまま同じスプーンでスープを掬い上げると、彼に差し出した。

「はい。毒見は終わったわよ？」

「君は案外、強引なんだな……」

「そう、かしら？」

　自覚のない顔でソフィは小首をかしげる。

　それを見て、彼は初めてその顔に笑みを滲ませた。

「強引、はちょっと違うか……」

「え？」

「君はお節介なんだな」

　そう言って、彼はソフィの手を取った。彼女の手ごとスプーンを口に運ぶ。

　スプーンを口から引き抜いたあと、軽く咀嚼したあとに嚥下えんげする。

「……いい味だな」

「でしょう？」

　ソフィは弾けるような笑みを浮かべたあと、懐からハンカチを取り出し、「ついてるわ」と彼の口元を拭った。まるで子供のように扱われ、ロマンは「自分で拭く」と彼女のハンカチを奪う。

　そんな彼の態度にも、ソフィの顔には機嫌の良い笑みが浮かんでいた。

「そうだ！　これは夕食に出してもらえる？　ナタリーと一緒に部屋で食べたいの」

　ソフィは振り返りながら厨房の外からこちらを覗いていた料理長にそう言う。

　すると彼は、恐々と「わかりました」と頷いた。






　その夜――

「わぁ！　これ、ソフィが作ったの？　とっても美味しそう！」

　ソフィの部屋で、ナタリーは嬉しそうな声をあげた。

　円卓に置いてあるのは二人分の食事。当然、たくさんの皿が載るほど円卓は広くないため、ワンプレートに乗る量の食事とパン。そしてソフィが昼間に作ったスープが二人の前に置いてあった。






　ここにきたばかりの数日は屋敷の食堂で食事を取っていたソフィだが、一人で食べる食事があまりにも味気なく、「ナタリーと一緒に部屋で食べたいの」と申し出て了承してもらったのだ。

　食事に関しても「私だけ別のメニューを作るの大変でしょう？　みなさんと一緒にしてもらって構わないわ」というソフィの声により、使用人たちと同じものになった。しかし、料理長としてもさすがにそのまま出すわけにはいかないと思ったのか、使用人たちが食べる食事の全体のレベルが上がり、使用人たちの間では「ここで働き始めてよかった」「セリーヌ様は慈悲深い」などと言った声が上がっているという。

　ナタリーはスープに顔を近づけると、深呼吸をして、頬を緩ませた。

「すごい、ソフィ！　見た目も香りもマリーさんが作ったものと同じだわ！」

「喜んでもらえてよかったわ」

　二人は嬉しそうに微笑みあい、席に着く。

「でも、変に疑われなかった？　作った時にロマンが一緒にいたんでしょう？」

「疑われる？」

「だって普通、お姫様って自分で料理しないじゃない？」

「それは、そうかもしれないけど……」

　ソフィはその時のロマンの様子を思い出しながら首を傾げる。

「なんだかもう色々と疑われすぎて、何をどう疑われているのかよくわからなかったわ」

「あなたねぇ……」

「だって彼、スープに毒を仕込んでるんじゃないかとか言い出すのよ？」

　心外だわ！　とソフィは口を窄めたあと、ゆっくりと唇を引き上げる。

「でも彼、きっとそんなに悪い人じゃないと思うの。……なんとなくだけれど」

　彼はソフィのことを危険人物だと思っているだろう。もしかしたら皇帝陛下に害をなす人間だと思っているかもしれないし、あまり好かれていない自覚もある。

　だけど――

『……いい味だな』

　美味しいものは美味しいと言ってくれる人なのだ。

　ソフィが作ったものだからと貶したり、ひっくり返したりしない優しい人。

　パシニア王国の王宮でセリーヌになり切るための訓練をしている時、同じようにセリーヌにスープを作ったことがある。別に彼女のためではなく自分達のために作ったもので、たまたま彼女が様子を見にきたから振る舞っただけなのだが。

　セリーヌは一口もスープを飲むことなく、器ごとソフィに投げつけたのだ。

　そして『馬鹿にしないで』『あなたが作ったものなんて飲むわけがないでしょう』と言い放ったのだ。

　どうしてそんなことをされるのかはわからなかったが、出会ったばかりの頃よりセリーヌに嫌われていることだけは理解できて。ただ、何も罪のない食事に当たる神経だけはどうしてもわからなかった。

（少なくともロマンはそういう人じゃないってことが分かっただけでもよかったわよね）

　ああいう人間と一緒にいると疲れる。半年間でそれは痛いほど思い知った。だから、これからもそばにいるだろう彼がそういう人間でなかったことは、何よりも朗報だった。

「ねぇ、ソフィ。この乾燥させた葉っぱみたいなのはオリジナル？」

　ソフィはナタリーの言葉ではっと我に帰った。

　スープを覗き込むと、確かに乾燥パセリのようなものが上にかかっている。

「あら、本当ね」

「ソフィが指示したんじゃないの？」

「違うわよ。きっと誰かが彩りのために入れてくれたんじゃないかしら」

「そうなのね。確かにこっちの方が綺麗に見えるかも！」

　そうナタリーが納得し、二人は神に祈りを捧げた後食事を始めた。

　最初に手をつけたのは、もちろんソフィお手製のスープだ。

「ん！　やっぱり美味しいわ！　上出来ね」

「本当？　それじゃ、私も――」

　そう言ってナタリーがスプーンを持ったその時、扉がノックされた。

　そして、部屋に響く男性の声。

『私です。ロマンです』

「あの人、本当にタイミングが悪いんだから……」

　ナタリーはぶつくさ言いながらスプーンを置き、扉を開ける。すると、昼間と変わらない表情の乏しい彼が部屋に入ってきた。敬語なのは、ナタリーが部屋にいるとわかっているからだろう。

「食事中にすみません。昼間にお借りしたハンカチを返そうと思ってきたのですが」

「そうなのね。わざわざありがとう！」

　そういえば、口を拭いたときに渡したままになっていた。

　ソフィは立ち上がり、ロマンが差し出すハンカチを受け取ろうとした。

　しかし――

「えっ――」

　足に力が入らずに、その場に膝をついてしまう。

　その場で四つん這いになった瞬間、手足の痺れを自覚した。

「なんか、へん」






　次に舌が回っていないことに気がつく。最後には胃がひっくり返ったのかと思うほどの強い吐き気で、ソフィは口を押さえた。

「ちょ、どうしたの!?」

　その様子を見たロマンが慌てた様子で部屋に入ってくるのがわかる。そして、円卓に置いてある食事を見た後、はっとした顔つきになった。

　そして、ソフィを抱き起こし、後ろで狼狽えるナタリーに声を張った。

「ナタリー、彼女はこのスープをどのくらい飲んだ？」

「え？　えっと、一匙ひとさじぐらいかと……」

「そうか。それなら、今すぐ医務室に走って医者を連れてこい！」

「え？」

「このスープに入っている、その葉は毒草だ！」

　その瞬間、ナタリーの顔は青ざめた。そしてすぐさま、部屋から飛び出して行った。

（どく、そう？）

　ソフィは薄れる意識の中、ロマンを見上げる。彼はソフィの口元にコップに入った水を差し出した。

「飲めるか？」

　焦っているのを無理やり落ち着かせているような、そんな声が聞こえる。

　ソフィはそんな彼の声に応えるように頷き、差し出されるコップの水を飲もうとしたのだが……

「――っ！」

　上手に嚥下が出来ず、吐き出してしまう。水と一緒に胃液も吐き出してしまい、喉がこれでもかと熱くなった。

　それを見てロマンは眉間にしわを寄せた。

「無理か……」

　そう呟くと同時に、ナタリーが帰ってきた。彼女の後ろには血相を変えた医者。

　ロマンはその場にソフィを寝かせると、医者に一通り事情を説明した。そして、医者が慌てて何やら準備を始める。

　そんな光景をぼーっと見ているソフィの頭はもう回っていなかった。

　手足がしびれて、胸も苦しくて、舌も回らず、涙も勝手に溢れてくる。

　ただ懸命に、呼吸をする事だけ考えていた。

　そうこうしている間に、ロマンが帰ってくる。そして、再びソフィを抱き起こした。

「薬だ。飲めるか？　粉は難しいだろうから水で溶いておいた。少量だ」

「くすり……」

　先ほどの水のこともあってか、ソフィは思わず躊躇してしまう。しかし、こんな時に迷ってはいられない。毒草という彼の言葉が本当ならば、自分には一刻の猶予もないのかもしれない。

　そう思い、ソフィはロマンの持っているコップに手を伸ばそうとした。

「さっきのを見ていたら、無理そうだな」

　しかし、コップに手が届く前にロマンがそう呟いた。彼はソフィに飲ませるはずだった薬を自身で呷り、ソフィの頤おとがいに手を当てた。そのまま上を向かされる。

　顎を下に引っ張られるような形になり、ソフィはされるがまま、薄く唇を開いた。

「え、ちょ！」

　ロマンの顔が近づいてきて、何故かナタリーの狼狽える声が聞こえた。

　そして、唇に当たる柔らかくて優しい感触。

　それが彼の唇だとわかった時にはもう、舌で唇をこじ開けられ、口腔内に薬が注ぎ込まれたあとだった。
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「――っ！」

　突然のことに驚いて、彼を突き飛ばそうとするのだが、腕に力が入らずそのまま縋り付くような形になってしまう。

　それが関係しているのか、薬を飲ませるという目的を果たしたあとなのに、彼の唇はもう一度ソフィの唇を食んだ。そして、名残惜しそうにゆっくりと離れていく。

（いまの、なに――）

　毒の気持ち悪さに目が回って、起こった出来事に頭が混乱した。

　身体が熱いのが、毒のせいなのか、先ほどの行為のせいなのか、それも分からない。

　ただ、彼にされた行為が嫌ではなかったことだけわかって、ソフィはそんな自分の感情にも混乱したまま、意識を手放したのだった。







◆◇◆








　ロマンが王宮に帰ってきたのは、セリーヌが倒れたその日の深夜だった。

　セリーヌが飲んだスープや厨房を調べたあと、使用人への聞き取りやナタリーへの聴取。その他もろもろの雑務を全て終わらせてから帰ってきたので、それなりの時間がかかってしまった。もちろん事態が事態なので王宮からも人を呼んだが、事情によりあまり沢山の人間を呼ぶわけにもいかなかったので、結局彼が走り回ってしまうことになった。

（とりあえず、兵の数も増やしたし、見張りの人数も増やしたから大丈夫だとは思うが……）

　ロマンは廊下を歩きながら、セリーヌがいる屋敷を振り返る。

　しかしまさか、嫁いできたばかりの妃を毒殺しようとする輩がいるだなんて思わなかった。仕掛けてくるならば彼女だと思っていたのに、まさか彼女が狙われる立場になるだなんて考えもしなかったことだった。

（しかし誰が、何の目的で……）

　考えられるのは、強硬派の連中だ。彼らは、戦争をして領土を広げていた在りし日の帝国に戻りたいと強く願っており、穏健派といつも言い争いばかりをしている。彼らにとって他国は協力するものではなく支配し、奪うもの。婚姻関係によって同盟を深めるなんて、もっての外なのである。

　つまり、アルハント帝国とパシニア王国が仲良くすることが許せない連中なのだ。

（今は穏健派の方が強いから、彼らも鬱憤が溜まっているのかもしれないな）

　それで、パシニア王国からきた姫を殺そうとした。

　まぁ、真っ当な筋書きである。

　それに、姫が殺されたとなれば、戦争は避けられないだろう。ますます彼らにとって都合がいい。

「ただ、屋敷の中の人間に強硬派の人間はいないはずだ。強硬派を親類縁者に持つ者も省いてきたはずだし……」

　あと、身元をチェックしていないのは、セリーヌが連れてきた使用人たちだけだ。しかし、彼女が連れてきた使用人たちは犯人候補に入れなくていいだろう。もちろん注意はするべきだが、自国の姫を殺して彼らに利はない。

　ロマンがそう顎を撫でたその時、彼の背中に鋭い声が突き刺さった。

「陛下！」

　振り返ると鳶色の髪の毛に、垂れ下がった目尻の男がいる。

　セリーヌたちにサイードと名乗ったあの男である。服装はセリーヌ達と会った時とは違い、黒いジャケットにベスト、首元にはネクタイを締めていて、どこからどう見ても使用人の姿である。サイードは自分が声をかけたのにも関わらず歩き続けるロマンに駆け足でついていく。

　そして、おろおろとした情けない声を出した。

「どうでした？　セリーヌ様の様子は？　毒って一体誰が！」

「誰が毒を盛ったのかはわからないが、体調の方は大丈夫だろう。飲んだ毒も少量だったし、対処も早くできたからな」

「そうですか、それは良かったです」

　ほっと胸をなでおろすサイードに、ロマンはふっと口角を上げた。

「それより陛下。私が動けないばかりに私の役割を全てやらせてしまったみたいで、本当に申し訳ございません！」

「それは気にしなくていい。いきなり『サイード・ル・シルヴァ』が出てきて、場を仕切りだしたら、それこそみんなが混乱するだろう？」

「それはそうなんですが！　……と言うか、いま考えても畏れ多いですよ。私がサイード様を名乗るだなんて」

　そう、実は二人は立場を入れ替えていた。

　つまり、セリーヌの屋敷で使用人に指示を出しているのが本物の、皇帝サイード・ル・シルヴァである。

　セリーヌが王宮とは離れた屋敷にいるのも、屋敷の人間がすべて雇ったばかりの者なのも、この入れ替わりを隠すためだった。いくら猜疑心が強くて人前に顔を出すのを嫌うサイードであっても、さすがに王宮に務めている人間には顔がバレてしまっているからである。

「これは俺が言い出したことだ。お前は気にしなくてもいい」

「気にしますよ！　しかも、私になりきるために私の仕事を一から勉強して、さらに短時間で極めるだなんて！　悲しいやら、悔しいやら、恐れ多いやら！　本当に変なところに才能の無駄遣いするんですから！」

　サイード、もとい、ロマンは顔を覆い、さめざめと泣くまねをする。

　そんな彼に片眉を上げて、サイードは腕を組んだ。

「しかし、こうでもしないとあの女の企みがわからないだろう？　噂に聞く彼女は、自ら借金のかたにこちらに嫁ぐだなんて絶対に言い出さない人間だ。何か裏があるに違いない！」

「裏って……」

「最初は、俺の暗殺でも企んでいるのかと思ったがどうやら違うようだし。あと残っているのは、盗みか、籠絡か……」

「と言うか、殺すよりも先に殺されそうになってましたけどね。セリーヌ様」

　ロマンの真っ当なツッコミに、サイードは黙る。口をへの字に曲げているが、怒っているというよりは、気分を害しているという感じだ。

「少し思ったんですが、セリーヌ様、本当に噂通りの人なんでしょうか？」

「というと？」

「パシニア王国の王族はあまり国民から好かれていません。ま、あれだけ税を取っているのに国民に還元していないのですから、当然といえば当然でしょう。おまけに王族のせいで国庫はすっからかん。主要道路の補修もできない有様です」

　そのせいでパシニア王国の貧富の差は激しく、失業者も浮浪者も帝国より圧倒的に多い。

「だから、王族であるセリーヌ様に対する風当たりも強い」

「つまりお前は、そのせいで彼女にあるはずのない噂がついたと言いたいのか？」

「ま、結論から言えばそうですね。だって彼女、噂に聞く悪女とは程遠いじゃないですか？　むしろ聖女ですよ。聖女！」

　普段、サイードの秘書のようなことをしているロマンは、彼にそう意見しながら肩をすくめた。

「ま、綺麗なのは噂通りでしたけどね。ただ、性格はほとんど真逆ですよ」

　確かに、今までの彼女を見ていたら、その予想はしっくりと来た。

　サイードが見てきた彼女なら、借金のために自ら嫁ぎに行くと言い出してもなんら不思議ではない。

「しかし、彼女が来てまだ数日だ。見極めるには早すぎるだろう？」

「それもそうですね。って、まだ続けるんですか？」

「当たり前だ。少なくとも、あと三か月はこのままでいく」

「そんなぁ……」

　サイードとして振る舞うのがよほどストレスなのだろう、ロマンはがっくりと肩を落とした。

　そんな彼を尻目に、サイードは腕を組み声を低くする。

「しかし、そのためには、はっきりとしておかなければならないことがあるな」

「何ですか？」

「彼女を毒殺しようとした犯人と、その理由だ」

















第二章












　ソフィが目覚めたのは、毒を飲んだ翌日だった。

　目覚めたものの喉はガラガラで、焦点も定まらず、半日程は意識が朦朧としていた。意識がはっきりとするようになっても身体は回復しきっておらず、それから二，三日はほとんど寝たきりのような状態でベッドの上で過ごしていた。立ち上がるのもようやっと……というほどではなかったが、それでもベッドから立ち上がる際には介助があった方がありがたかったし、少し歩くだけで心臓が飛び出さんばかりに跳ねていた。

　そしてようやく毒を飲んでから五日後、ソフィは以前と変わらない状態にまで体調を持ち直していた。血色もいいし、呂律も回る。手足のしびれなどはもちろんない。

　医者からも「もう動いても大丈夫でしょう」という言葉までもらった。






　そんな、お墨付きをもらったその日の午後。ソフィの目の前にはロマン……のふりをしたサイードがいた。もちろん格好は使用人のそれである。

「セリーヌ、今日から俺と一緒に過ごしてもらう」

　突然の宣言に、ソフィは「へ？」と間抜けな声を出してしまう。そしてそのまま小首をかしげた。

「えっと、一緒に？」

「あぁ、一緒に、だ。具体的には、この部屋から出るときはどんな些細な用事だろうが、必ず俺に声をかけてもらいたい。と言うか、俺を呼ばずにこの部屋から出るな」

「出るな？」

「あぁ、出るな」

　呆けたような反応する彼女にサイードは、まるで子供に言い聞かせるように人差し指を立てた。

「君は毒殺されかけたんだ。それは分かっているな？」

「え、えぇ。なんとなく……」

「つまり、君は命を狙われてるんだ」

「そう、いうことになるのよね」

　そこで改めて実感する。自分は何者かに害されたのだ、と。

　今まで誰からも向けられてこなかった明確な殺意に、身体がブルリと震えた。

　そんなソフィを気遣うように、サイードは彼女を覗き込んだ。

「念のために聞いておくが、心当たりはないか？　何か殺されるような、恨みを買うようなことはしていないか？」

「心当たりなんて……」

　ソフィは首を振った。

　そんなものわかるはずがない。だって今の自分は、自分であって自分でないのだから。

　おそらく狙われたのはセリーヌなのだとは思うのだが、それならなおさらわからない。わかるはずもない。

　ソフィの否定に、サイードは「そうか……」とどこか落胆したような声を出した。

「ごめんなさい」

「いや、いい。最初から期待をしてなかったしな」

「期待してなかったって……」

「勘違いするな。君はあまり恨みを買うような人間じゃないだろう？　だから、狙われた理由に心当たりはないだろうなと、そう思っていただけだ」

「そう、なのね」

　そんなふうに考えてくれていたのかと、ソフィは少しだけ嬉しくなる。

　しかし、最初の疑問はまだ晴れていない。

「えっと。でもどうして、あなたが私と行動を共にするという話になるの？」

「俺は毒に明るい」

「へ？」

「毒と言うか、暗殺そのものに明るい。だから君がどういう場面で狙われるか、どんなふうに行動していたら狙われやすいかがすぐにわかる」

「つまり、ロマンは私を守ってくれるということ？」

　ソフィのまっすぐな言葉に、サイードは一瞬面食らう。

　そして、少しだけ目尻を赤くさせ、視線をそらした。

「まぁ、そういうことだが。俺としても君を監視するという目的も果たせるからな。一石二鳥というやつだ」

「そうなのね！　それでも嬉しいわ！　ありがとう！」

　監視が目的だと言われてもなお、ソフィは嬉しそうに笑う。

　サイードはそんな彼女に一瞬だけ困ったような顔をして、額を掻いた。

「とにかく、俺もできるだけこっちにいるようにするから、何かあったら呼べ。どこにでもついて行ってやる」

「本当？　どこにでもついて行ってくれるの？」

「ん？　あぁ、俺が一緒について行けるところならな」

　サイードのその言葉に、ソフィは胸の前で手を叩いた。そして、興奮したように身を乗り出す。

「それなら私、行きたいところがあったの！」

「行きたいところ？」

「えぇ！　もし良かったらついてきてもらえないかしら？」

　なぜかとても嬉しそうな彼女に、サイードは少しだけ困惑したような表情を浮かべた後、首を縦に振った。







◆◇◆








　そして、三日後――

「さては君、『俺がついてくる』イコール『俺がどこにでも連れてってくれる』と勘違いしているだろう？」

　馬車を降りるやいなやそう言ったサイードに、ソフィは振り返り、目を瞬かせた。

「え、どういうこと？」

「……まさか、『街につれて行け』なんて、言われるとは思わなかったってことだ」

　サイードの低い声に、ソフィはまた数度目を瞬かせた。

　そう、二人はアルハント帝国の帝都、フェーレイユにいた。フェーレイユというのは、鉄により開けた場所という意味で、鉄鋼業が盛んなアルハントの首都らしい名前である。

　そんな場所に彼女達がいる理由。それはもちろん、それを彼女が願ったからだった。

「ごめんなさい。もしかして、迷惑だったかしら？」

　お忍びだからか、煌びやかな姿とは真逆の町娘然とした格好で、彼女は首をかしげた。

　そんな彼女に、同じように商人の息子といった感じの服装のサイードはため息をこぼす。

「迷惑ってわけじゃないが。……普通、『どこへでもついていく』と言われて『ここに行きたい』とは言わないだろう」

「そうなのかしら？　ごめんなさい。私、よくわからなくて……」

　ソフィは少し首をひねったあと、あたりを見回して頬を引き上げた。

「でも、やっぱり来てよかったわ！　だって、すっごく素敵な場所なんだもの！　人も多いし、活気もあるし、何よりなんかキラキラしているわ！　キラキラ！　王国とは全然違う！」

　はしゃいだような彼女の声に、サイードは少し笑みを滲ませる。

　そんな彼の表情に気が付かないまま、ソフィは子供のようにその場でくるりと一回転して見せた。

「私ね、最初に馬車でこの大通りを通った時から、一度ここに行きたいって、ずっと思ってたの！」

「そうか。……まぁ、そこまで喜んでくれるのなら、連れてきたかいはあるな」

　サイードはそう微笑んだあと、歩を進める。

　ソフィもそれに駆け足でついていく。

「それで。どこから行きたいんだ？」

「ど、どこからがいいのかしら。ごめんなさい、全くわからなくて」

「君が行きたいって言ったんだろう？」

「そうなのだけれど。行きたいって気持ちだけで、具体的にどこに行きたいかとかまでは……」

　顎を撫でながらソフィはうーんと首を捻る。

　目の前にあるカフェにも入ってみたいし、その先にある本屋にも興味がある。雑貨屋だって覗いておきたいし、こっちで咲く花も気になるから花屋だって見ておきたい。

「それなら、歩きながら考えるか」

「い、いいの？」

「なんでそんなに驚くんだ？」

「てっきり、『行きたい場所がないなら帰るぞ』とか、言われると思ったから」

　その言葉に、サイードは心外だと眉を寄せた。

「さすがに、ついたばかりでそれは言わない。第一、そんなに早く帰るつもりなら、わざわざあんな面倒な許可を取ったりはしない。……あの手続き、結構大変なんだからな」

　ソフィもいろいろと署名をしたから覚えている。王室への許可を願う書類に、議会への提出書類。警備をするために必要な順路計画書に、当日の警備の配置図、日程表にもサインが必要だったし、予算の申請書にも目を通した。

　それら全ての書類を作ったのは、サイードである。

　ソフィは隣を歩く彼を、じっと見上げた。

「ロマン、ありがとう」

「そう、何度も礼を言わなくていい。その礼なら書類を持って行ったときに散々受け取ったからな」

「違うの」

　その否定にサイードはソフィを見下ろした。

「それももちろんあるけれど。私がお礼を言いたいのは、ここに連れてきてくれたことよ。私が毒殺のことで落ち込んでると思って、少しでも元気づけるためにここに連れてきてくれたんでしょう？」

「……」

「だって少し前のロマンなら、『街に行ってみたいの！』って言った瞬間に、『だめだ！　大人しくしていろ』って断っていたと思うもの」

「……君の考えすぎだ。俺はそんなことは言わない」

「そうかしら？」

　首を捻りながら、サイードの顔を覗き込んだ瞬間、彼はばつが悪そうな顔で視線を逸らした。その表情が、仕草が、全てを物語っている気がして、ソフィはまた笑みを強くした。

「ありがとう、ロマン」

　その礼に、サイードは「あぁ」と一つ頷くのだった。






　それから二人はいろいろと回った。行ってみたかった本屋も、雑貨屋も、花屋も回ったし、はじめて入った画廊ではあまりの壮大さに声を上げてしまって、サイードに怒られたりもした。

　そうして夕方、二人の姿はとある一軒のカフェの中にあった。

「あー、楽しかったわ！　ナタリーへのお土産も買えたし、今日はすごくたのしかった！」

「それはよかったな」

「全部ロマンのおかげよ。ありがとう！」

　お礼を言うとサイードの表情は和らいだ。最初の頃に比べて、彼は随分と笑ってくれるようになったと思う。……と言っても、まだ微笑む程度だが。

　サイードはその表情のまま、彼女の持っている紙袋を指差した。

「ところで、ナタリーへのお土産は何を買ったんだ？」

「え？」

「一応、確かめさせておいてくれ。王宮の敷地内に入れるものだからな」

「わ、わかったわ。でも、毒とかではないわよ？」

　そう言って彼女が袋から出したのは、すずらんのブローチだった。小さいながらも意匠はきちんとしていて、金色の茎に小さな白い花がいくつも咲いている。

「お揃いで買ったの！　二人でこういうもの持ったことなかったから、嬉しくて」

　サイードは、彼女から渡されたすずらんのブローチを手に取った。そして表も裏もしっかりと確かめる。

「そんなにしっかりと確かめなくても――」

「これは、毒だな」

「え!?」

　サイードの言葉に、ソフィの声がひっくり返る。彼からブローチを受け取り、ソフィも彼と同じように表や裏を調べてみる。しかし、何が毒なのか、どこにそれが仕込まれているのか、全くわからない。

（でも、ロマンが言うのだからこれは毒なのよね……）

「そ、そんな……」

　泣きそうな声を出しながら、肩を落としたその時だ。目の前でサイードが肩を揺らしているのが目に入った。何がおかしいのかと彼のほうを見ると、サイードは口を押さえながら「悪い」となぜか謝ってきた。

「あまり、いたずらはするもんじゃないな」

「え、いたずら？　もしかして、このブローチが毒だなんて嘘なの？」

　ソフィがそう非難するような声をあげると、彼は彼女の持っているブローチを指さした。






「ブローチじゃなくて、その花が毒なんだ」

「その花？」

「すずらんだ」

　ソフィはその言葉に、大きく目を見開いて固まってしまう。

「少量だと吐き気や嘔吐ぐらいで済むんだが、たくさん食べると、心臓が止まって死んでしまう。医者が煎じれば薬になるらしいが、素人が使うとただの毒だな。昔は惚れ薬としても使われていたらしい」

「そう、なのね。ロマンは博学なのね！」

　からかわれたことに怒ることなく、ソフィはそう感心してみせる。

　すると、サイードは少しだけ困ったような顔になった。

「言っただろう？　毒に関しては明るいんだ」

「そういえば、どうして毒に関して詳しいの？　もしかしてロマンは、お医者様だったりするの？」

　ソフィの予想にサイードは首を振った。

「昔、いろいろと飲まされたからな。それで自然と詳しくなった」

「え？　飲まされたって、毒を？」

「あぁ。ちなみに、君が飲んだあの葉も、俺は飲んだことがある」

「――っ！」

「あれは本当に気持ちが悪いよな。君はよく吐かなかったものだ。俺が初めてあの毒を飲んだ時は、何度も吐いたな。君よりたくさんの量を飲んだせいかもしれないが、三日ほど意識も戻らなかったらしい」

　初めて聞く彼の壮絶な過去に、ソフィは閉口した。そんな彼女に、サイードは片眉をあげてみせる。

「その他には、服に針を仕込まれるなんてこともあったな。針の先端に毒が塗ってあって、刺されたところが、まるで骨が折れた時みたいに腫れ上がるんだ。……あれも痛かった」

「誰がそんなひどいことを……」

　口を押さえたソフィが思わずそう呟くと、彼はしばらく黙った後「弟だ」と小さな声で答えた。

「家の跡をどちらが取るか、で喧嘩をしたんだ。弟と俺は母親が違って、弟の母親のほうが父親の正式な妻だったんだ。俺の親は、その、愛人みたいな位置だな」

「愛人？」

「代々続いてきた家のルール……と、言えばいいんだろうか。誰から生まれようが長男が家の跡を継ぐのが決まりでな、だから俺は殺されかけた。最初は弟の母親に。弟が大きくなってからは弟からも……」

「そんな……」

「弟は最初、何も知らなかったから俺によく懐いてくれたよ。だけど、だんだんと自分の立場と、自身の母親の気持ちに流されていってしまったみたいで。十歳になる頃にはもう俺のことを恨むようになっていた。……あれは寂しかったな」

　懐かしむように、噛み締めるように。

　サイードはその言葉と共に、息を吐く。

「誰か守ってくれなかったの？　お母様とかお父様とか……」

「そういう人間はいなかったな。俺の母親は、俺のことを産んだと同時になくなったし、父親はそういうことには無関心だったからな。乳母は守ってくれたが、それも保身のためだ。俺が七歳の時には、もう付き合いきれないからと、彼女も出て行ってしまったよ」

　一貫して彼の口調に悲壮感はなかった。しかしその淡々とした様子が、彼の感情を押し殺した末の結果のように思えて、ソフィの目にはあまりにも悲しく映る。

「それからはただただ、自分の身を守るために必死に知識をつけたよ。毒や暗殺の知識についてもこのあたりで学んだな。周りにいる人間は全員疑って、誰一人として信用しなかった。信用できる人間が出てきたのは、ここ数年の話だな。と言っても、本当に数人だけだが……」

　その人間のことを思い出しているのだろう、彼はわずかに唇を上げたあと目の前のコーヒーに視線を落とした。そして、カップに口をつけ唇を湿らせる。

「というか、俺は何を話してるんだろうな。こんなこと話すつもりじゃなかったのに、少し口が軽くなってしま――って、なんで君が泣きそうになってるんだ」

「え？」

　そう指摘されて初めて、ソフィは自分が泣きそうになっていることに気がついた。目元を押さえると、目に溜まっていただろう涙が指先につく。

　ソフィは慌てて顔を覆った。

「ご、ごめんなさい！　想像したら、か、悲しくて！」

「想像って……」

「もし私にナタリーもロマンも誰もいなくて、一人っきりで自分を殺そうとする相手と戦わないといけないと思ったら、悲しいし、怖いなって……」

　ソフィの言葉に、サイードはハッとしたような表情になり、視線を下げた。

「すまない。タイミングが悪かったな……」

「ち、ちがうの！　……えぇっと、なんと言えばわからないけれど」

　ソフィはしばらく考えた後、改めてサイードを見つめた。

「私は貴方が生きていてくれて良かったわ」

「……つくづく、君は変な奴だな」

　困ったような表情で、彼はそう口元だけの笑みを浮かべた。






　そして、その日の夜――

「へぇ。そんなことがあったのね！」

　お土産にと渡したすずらんのブローチを、シャンデリアの光に当てながら、ナタリーは楽しそうな声を出した。働いている彼女をおいて、街を回ったなんて話をしたら「羨ましい！」と拗ねられてしまうかと思っていたのだが、彼女は意外にもソフィの話を終始楽しそうに聞いていた。それどころか、「ここはどうだったの？」「あそこはどんな感じだった？」と前のめりに質問までしてきてくれた。

「でも、楽しそうで良かったわ」

　一通り土産話を聴き終えて、ナタリーはそう目尻を下げた。ソフィが「えぇ、とっても楽しかった！」と弾んだ声を出せば、彼女はさらに目を細める。

「ロマンって厳しい人だけど、なんだかんだ言っていい人よね？」

「そうね」

「ソフィが寝ているときも、何度も様子を見に来てくれたし。私に代わってそばについていたこともあったのよ？」

　その言葉にソフィは「そうなの？」と目を丸くする。

「えぇ。そもそも貴女の命を救ったのも、彼じゃない！」

「え？」

「覚えてないの？」

　その瞬間、頭に毒を飲んだときのことがフラッシュバックした。

　手足が震えて、胃液が喉までせり上がってくる。呼吸がうまくできなくて、あまりの苦しさに涙がひとりでに目に溜まる。

『薬だ。飲めるか？　粉は難しいだろうから水で溶いておいた。少量だ』

『さっきのを見ていたら、無理そうだな』

　そう言って彼は薬を呷る。そして、唇に当たる柔らかい感触が――

「あぁっ！」

　ようやく思い出した出来事に、ソフィは顔を真っ赤にさせた。熱くなった頬を両手で包み、これでもかと狼狽える。

　その様子を見て、ナタリーは呆れたような表情になった。

「もしかして、今思い出したの？」

「わ、私、ロマンと……？」

「救命だってわかったけど、あれはちょっとドキッとしちゃったわよ！」

　頭に浮かんだ映像が、ソフィの妄想ではなく本当にあった出来事だと、そう暗に言われ、彼女は今度は顔だけではなく全身を真っ赤に染めた。指の先までしっかりと火照って、血がまるで沸騰しているかのような心地になる。

（あ、あれはキスじゃなくて、人命救助！　気にしちゃダメよ、ソフィ！　第一、ロマンが気にしていないのに、私が気にしてどうするのよ!!）

　今日のロマンの様子を見る限り、彼は全く気にしていないだろう。もしかすると、犬に噛まれたとか、鳥に啄まれたとか、その辺と同じように処理しているのかもしれない。

「ソフィ、ダメよ？」

　ナタリーの冷静な声に、ソフィははっと我に返る。

「貴女は、サイード様に嫁ぎに来たんでしょう？　もし、弱みを見つけられなかったら、ここでセリーヌとして生きるしかないんだし、変な想いは捨てちゃいなさい」

「ち、違うわよ！　私は――！」

「ロマンのこと、なんとも想ってないの？」

　その質問に、なぜかソフィは答えられなかった。「そうよ」と一言答えればいいはずなのに、その一言が喉につっかえて口から出てこない。

　ロマンは優しいと思う。素敵な人だし、かっこいいとも思う。

　ただ、それだけだ。本当に、それだけである。

「でもまぁ、命の恩人にお礼ぐらいはちゃんと言った方がいいんじゃない？」

「え？」

「今思い出したって事は、まだ言ってないんでしょう？　お礼」

　深入りする前にそれで気持ちを終わらせてきなさい。

　そんな風に言われた気がして、ソフィは少し迷った後「……そうね」と首肯するのだった。







◆◇◆








　その日の夜、ソフィは自室のベランダにいた。

　もうみんな寝静まっているような時間なので部屋の明かりはついていないし、つける気分にもならなかった。

　ソフィは手すりから身を乗り出し、じっと月を眺める。星の海の中に浮かぶ下弦の月を見ていると、頬がじんわりと熱くなった。

（私、ロマンのことが好きなのかしら……）

　ナタリーはそうだと確信しているようだったけれど、正直、ソフィはまだ自分の気持ちが掴めていなかった。彼のことは好きか嫌いかで聞かれれば、もちろん好きだが、それが特別な『好き』なのかはわからない。忘れなくてはならないような、それ以上踏み込んではいけないような『好き』なのかはわからないのだ。

（そんなわけないって思っているけど。でももし、そう思っているのなら……）

　ナタリーの言うように、早々に諦めた方がいい想いだろう。彼だって主人の妻に懸想するわけがないだろうし、気持ちを伝えてもきっと困らせてしまうだけだ。だから、きっとソフィがどれだけ本気で想っても、この気持ちは報われないし、持っておくべきじゃない。

　ソフィはほぉっと息を吐いた。それと同時に、夜風が頬を撫でる。木の葉が擦れ合う音が耳に届いて、夜露で湿った土と草木の香りが鼻腔をくすぐった。

　なんだか少し――

（ロマンに、会いたくなってきたかも……）

　そう思った時、一人の男性の声が耳に届いた。

「そんなところで何をしているんだ？」

　ソフィは「え!?」とひっくり返った声を出した。慌てて周りを見渡すが、誰もいない。

「下だ。下」

　その声に下を見れば、やはりサイードがいた。暗い夜道の中、彼はランタンを持ったままこちらを見上げている。つま先が王宮の方を向いているところから考えて、おそらく今からあちらに帰るのだろう。もしかすると、今からあちらで仕事をこなす気なのかもしれない。

「寝れないのか？」

「え、あ、あの！　大丈夫よ！　ちょっと夜風に当たりたくなっただけで」

　あまり声を張るわけにもいかず、しゃがみ込みながらそういえば、彼はそのまましばらく考えるようなそぶりを見せた。そして、改めてソフィを見上げる。

「来るか？」

「え？」

「少しなら付き合ってやるぞ？　気分転換がしたいんじゃないのか？」

　断った方がいいとわかっているのに、気がついたときには「行く！」と答えてしまっていた。部屋に戻ったソフィは、シュミーズの上から慌ててケープを羽織り、鏡前の灯りだけつけて髪の毛を整える。そうして部屋を飛び出そうとした瞬間、一人でに扉が開いてサイードとぶつかりそうになってしまった。

「きゃっ！」

「何勝手に出ようとしているんだ？」

「ご、ごめんなさい！」

「まったく、そんなに楽しみにしても、何もないからな」

　その苦笑になぜか胸が高鳴った。

　それから二人は、中庭に降りた。いくらサイードが一緒にいると言っても、夜中に外に出るわけにはいかないようで、それでも外の空気が吸えるところ……ということで、中庭になったのだ。

　下弦の月が見下ろす中庭で、二人は並んで歩く。サイードが手に持った一つのランタンに寄り添うように、けれど肩は触れ合わない距離感でゆっくりと。

「喜んだか？」

　最初に声を出したのは、サイードだった。ソフィが「え？」と顔を上げると、「ブローチだ」と彼は主語を付け足した。

「えぇ！　喜んでくれたわ！　お揃いなのも喜んでくれたし、話もいっぱい聞いてくれてね！　それでね――」

「……よかったな」

「あ、うん。そう、よかったの」

　子供のようにはしゃいでしまった自分が恥ずかしくなって、ソフィは頬を赤らめると、視線を落とした。顔の横に流れる髪を手で耳にかけると、触れた耳の熱さにギョッとする。

「それにしても、悪いな。こんな窮屈な思いをさせていて……」

「窮屈？」

「窮屈だろう？　一人で勝手に出歩けないというのは。俺としても早く解放してやりたいんだが、今のところ誰が毒を入れたかまだわからないんだ。調べたところ、毒味はきちんとしていたらしいから、毒をいれたのはその後という話になる。ただ、彼らはまだ勤め始めて日が浅いからな。そこからの管理体制が不十分だったようだ。隠さずに言うなら、君の食事から目を離していた時間があるらしい」

「そう、なのね」

「あぁ。つまり、誰もがさらに毒を盛るチャンスがあったということだな。……完全にこちらのミスだ」

　申し訳なさそうな声でそう言って、彼はもう一度「すまなかった」と謝る。

　そんな彼に、ソフィは慌てたように顔の前で両手を振った。

「だ、大丈夫よ！　謝らないで！　毒を入れた犯人がわからないのは不安だけれど、私は平気よ！」

「窮屈じゃないか？」

「大丈夫！」

「それなら、まぁ、いいか」

　安心したように、サイードはほっこりと笑う。

　彼は謝ってくれたが、そんな必要など全くないのだ。

　サイードが二度とあんなことを起こさないように気を遣っていることぐらい、ソフィでもわかる。

　目が覚めてからソフィの身の回りの世話は彼女が一番信頼していて犯人である可能性が低いナタリーだけになったし、毒味だって目の前で行われるようになった。部屋の前には警備の人が置かれるようになったし、近づいてはいけないと言われているのか、使用人たちは前よりも遠巻きから見るようになった。

　それもこれも全部彼が指示してくれたことだろう。

　だから、サイードが謝るのは筋違いなのだ。彼は十分やってくれている。

　そんな彼を見上げた後、ソフィはじっと自分のつま先を見つめた。

（お礼、ちゃんと言った方がいいのよね）

　自分の気持ちは置いておいて、彼が命を助けてくれたのは事実だ。そのことに対してはお礼を言っておくべきだろう。

「あの、ロマン」

「なんだ？」

「私が毒を飲んだ日のことなんだけど」

　それがどうかしたか？　と彼は首を捻る。そんな彼に、ソフィは思い切って口を開いた。

「私のこと、助けてくれたの、ロマンなのよね？　私、あの時のこと、あまり覚えてなくて、意識も朦朧としていたし、ナタリーに指摘されるまで気が付かなくて……」

　ソフィはぎゅっとケープを握りしめたあと、彼を見上げた。

「ちゃ、ちゃんと言ってなかったと思って！　ありがとう、ロマン。私のことを助けてくれて！」

「いや、あれは……」

「私ね、貴方がいてくれてよかったわ！」

　そう言った瞬間、サイードの目が大きく見開いた。そして、歩みが止まる。

　ソフィは彼の前へ回り込むと、必死に言葉を選んだ。

「そ、それでね！　何かお礼をしたいって考えてるんだけど、何がいいかしら？　命を助けてもらっておいてなんなんだけど、そんなに大したことはできなくて！　それで考えたんだけど、刺繍入りのハンカチとかどうかしら？　私、こう見えて刺繍は得意なのよ？　だから、何か好きな花とか教えてもらったら……って、ロマン？」

　固まってしまった彼に、ソフィは首を捻った。

「もしかして、ハンカチじゃ気に入らなかったかしら？　えぇっと、それなら何がいい？　他にできることといったら、料理とか、掃除とか？　あ！　お金の計算は得意よ！　って、それじゃ何のお礼にもならないわよね？」

　うーんとソフィは腕を組む。

　しかし、いくら考えても他にお礼になりそうなことは何も浮かばない。

「ごめんなさい。ちょっと時間くれるかしら？　何か考えて――」

　次の瞬間、サイードに腰を引かれた。同時に、彼が持っていたランタンが、音を立てて地面に落ちる。ガチャンと鈍い音がして、二人の世界から灯りが消えた。

「え」

　何がどうなったのか、そのときにはわからなかった。ただ彼に抱き寄せられたことだけがわかって、口を何かで塞がれたような感じがした。

　暗闇に段々と目が慣れて、目の前にあるのが彼の顔だということを認識して、唇を塞いでいたのが、彼のそれだということにようやく気がつく。

（私、ロマンと――）

　キス、してる。

　キス、接吻、口づけ、口吸い、ベーゼ……なんて言い方もあったか。

　どうしてこんなことになったのかわからないが、二人の唇は確かに合わさっていた。

「んっ！」

　しかも、角度を変えて、もう一度。

　味わうように、堪能するように。彼の唇はソフィのそれをやさしく喰んだ。

　そして数十秒後、彼はソフィの身体を離した。

「礼なら、これで十分だ」

　月明かりだけの世界で彼がどういう表情をしているかわからないまま、ソフィはただただ自分の唇を押さえることしかできなかった。

















第三章












　別に、最初からキスをしようと思っていたわけじゃない。

　彼女を見つけた時は、眠れないのだろうかと本気で心配しただけだし、散歩に誘ったのも窮屈な思いをさせていることへの詫びのようなものだった。

　やましいことをしようだなんて気持ちは少しもなくて、純粋な彼女に好意のようなものは感じていたけれど、だとしてもいきなり襲いかかるような真似を自分がするだなんて夢にも思わなかった。

　なのに――

「私ね、貴方がいてくれてよかったわ！」

　その言葉で、なにかの箍たがが外れた気がした。

『いてくれてよかった』なんて、今まで誰にも言われたことがない言葉で、サイード自身も必要ともしていない台詞だと思っていた。

　だけど、その言葉を彼女から向けられて、渡されて、耳にして。自分はその言葉を誰かに言って欲しかったのだと初めて実感した。

　手にして初めて、その重みを知った。

（そういえば、昼間も同じようなことを言っていたな……）

　焦ったように言葉を並べる彼女の言葉を見ながら、サイードは静かにそう思う。

『私は貴方が生きていてくれて良かったわ』

　あれを言われたときも、サイードは何かの衝動に突き動かされそうになってしまった。何とか思いとどまったので、自分が彼女に一体何をしようとしたのかわからずじまいだったが。それも、きっと今からわかるだろう。

　だってもう、止められない。

（彼女は何を言っているんだろうか）

　頭が熱くなっているせいか、言葉が耳に入らない。

　何か必死に言葉を重ねているが、それを見ても『可愛いな』ぐらいの感情しかわからなかった。

「それじゃ何のお礼にもならないわよね？」

　その言葉に彼女が自分にお礼をしてくれようとしているのだと理解した。お礼と言われても、自分は大した事などしていない。今だに犯人はわからないし、彼女に窮屈な思いばかりさせてしまっている。

　むしろ何もできていないに等しいだろう。

　それなのに彼女は嫌な顔ひとつせず、ほしい言葉を溢れるようにくれる。

「ごめんなさい。ちょっと時間くれるかしら？　何か考えて――」

　そう目があった時『突き動かされる』という言葉を初めて実感した。理性を置き去りにして、感情でさえも置いてけぼりにして、気がついたら何かに背中を押されるように、彼女を抱きしめていた。

　持っていたランタンをおくこともできず、その場に落としてしまう。

　ガラスにヒビが入る音と共に暗闇が訪れて、その暗闇がさらに自分の行動を後押ししているようにも感じた。

　驚いた表情で固まる彼女の頬を撫でると、アメジスト色の瞳が大きく見開いて、月とサイードを映した。

（綺麗だな）

　その感情のまま、サイードは自分の唇でゆっくりと彼女のそれに触れる。すると、彼女の身体が一瞬だけ震えた。

　それが恐怖で打ち震えているのか、ビックリして身体が反応してしまっただけなのかはわからない。しかし、どんな理由だろうと彼女を離してやる気にはなれなくて、もう一度強く抱きしめた後、離れかけた唇をもう一度押し当てた。

「んっ」

　鼻にかかったような彼女の甘い声に、背筋がゾクゾクとした。舌をねじ込みたかったが、さすがにそれは泣かれてしまう気がしてそこだけはなんとか我慢した。

　それからしばらくは彼女の唇の柔らかさを堪能した。ようやく気持ちも落ち着いて唇を離せば、彼女はこれでもかと頬を真っ赤にして狼狽える。その顔は、まさかそんなことをされるだなんて……と言っているようで、それがまたサイードの加虐心をくすぐった。

　それからすぐに彼女は部屋に帰ると言い出した。送り届けると、彼女は部屋の前で振り返り「さっきの……」と何かを言いかける。けれど結局最後まで言葉にならず、「なんでもないわ」「それじゃ、おやすみなさい」とだけ言って、部屋に帰っていった。

　扉がしまる。

　その音が廊下に響いて、そこで初めてサイードは我に返った。

「俺は何をしてるんだ……」

　ため息と共にそう自分の頭を掻いた。彼女の部屋に背を向けて歩き出せば、先ほどまで身体を支配していた熱がどんどんなくなっていく。

　冷えた頭で考えるのは後悔ばかりだった。

「さすがにあれはないだろう」

　いきなり無理やり唇を奪って「礼はこれでいい」だなんて、本当に何を考えているのだろうか。しかも今の自分は使用人なのだ。偽っているとはいえ、立場を考えれば、あんなもの逆心ぎゃくしん以外の何物でもない。

　セリーヌからしたら、サイードは主人の妻を寝取ろうとする常識がない人間にうつったことだろう。

「あれは、まずったな」

　それでも、止められなかったのだ。彼女にどう思われようがまるでブレーキの壊れたトロッコのように坂道を駆け降りるのが止められなかった。

「あと三ヶ月か。……長いな」

　あと三ヶ月はこのままロマンとして彼女のそばにいる。

　そう宣言したのは自分自身だ。しかし今、そんな自分の過去を、サイードは恨めしく感じてしまっていた。







◆◇◆








「最近の貴女、ちょっとおかしいわよ！」

　ナタリーがそう声を荒らげたのは、二人がキスをしてしまった、その数日後のことだった。腰に手を当てた彼女は、ソファにすわったまま呆けたように見上げてくるソフィを見下ろす。

「部屋の外にも出ないし！　ご飯も全然食べないし！　なんかいつも以上にぼーっとしてるし！」

「そう、かしら？」

「もしかして風邪？　身体が辛いの？」

「だ、大丈夫よ！」

　ぐっと顔を近づけてくる彼女に、ソフィは声を上ずらせる。

　ナタリーはそんな彼女の額に手を当てたあと、「たしかに熱はないわね……」と首をひねった。

「それならどうしたの？　貴女がケーキを残すなんて珍しいじゃない！　せっかく私が料理長に頼んで、好物のベリーのタルト作ってもらったってのに！」

「そ、そうだったのね！　ごめんなさい」

　自分のために用意してもらった事実を初めて知り、ソフィは素直に頭を下げた。






　ソフィが、ここ最近元気がない理由。それはもちろん、サイードとのキスだった。

　あのキスにはどういう意味があったのか。どうしてあんなことをしてきたのか。彼はどういう気持ちでソフィのことを見ているのか。

　いくら考えても、それが全くわからない。見えてこない。

　ただ、あの時のことで一つだけハッキリしたことがあった。

　それは自分自身の気持ちだった。

（私、ロマンのことが好きなのね……）

　彼にキスされたあの時、嫌悪感は少しも感じなかった。

　恥ずかしかったし、混乱もしたけれど、それ以上に嬉しい気持ちがあって、本当は拒否しないといけない立場なのに、身体を押し返すこともできなかった。

　だけど、自分は彼の主人に嫁いできた立場だ。嬉しかったからと言って、好きだと気付いたからといって、手放しに気持ちのまま生きることはできない。

「はぁ……」

　ソフィがこれ以上ない位の大きなため息をつくと、さすがにナタリーも心配になったのだろう、彼女の方を覗き込んでくる。

「大丈夫？　ちょっと気晴らしでもしてくる？」

「そう、しようかしら……」

「わかったわ。それじゃ、ロマンを――」

「ちょ、ちょっと待って！　ロマンは呼ばないで！」

　扉を開けて部屋から出ていこうとするナタリーをソフィは慌てて呼び止めた。

　すると――

「どうして俺を呼んではダメなんだ？」

　たまたま開けた扉の前にサイードがいた。

　その姿を見た瞬間、ソフィはさぁっと全身の血の気が引くのを感じる。

　彼はずかずかと部屋の中に入ってきて、ソフィを見下ろした。

「ここ最近呼び出しがないと思って様子を見にきたんだが、そういうことか……」

「えっと……」

「少し、時間はあるか？」

『あるか？』と疑問系だが、語尾は限りなく命令口調である。

　ソフィが「はい……」と頷くと、手首を握られた。その不敬な行動にナタリーが思わず「ちょっと！」と声を荒げたのだが、彼は少しも気にすることなくソフィを連れて部屋を後にしてしまうのだった。






　連れてこられたのは中庭だった。

　以前キスをしてしまった場所とは離れているとはいえ、なんだか少し体がこわばる。

　サイードは足を止めると振り返り、ソフィに向き合った。そして――

「この前のこと気にしているのか？」

　そう単刀直入に聞いてきた。

　ソフィはその疑問を肯定するように頬を赤くする。それを見て、彼は一つため息をついた。

「この前のことはすまなかった。冗談がすぎた」

「冗談……」

「犬に噛まれたのだと思って流してくれ」

　その言葉にソフィは少なからずショックを受けた。

　なぜなら、彼にとっては大したことではないとわかってしまったからだ。少なくとも冗談と言い切れるぐらいには、彼のあの行為には意味がなかったと言うことになる。

（私はずっとドキドキしていたのに……）

　そう思いながら俯いた時、コン、と頭の上に何かが置かれた。手で頭の上を探り、置かれたものを手に取る。そこにあったのは四角い缶だった。白い外装に金色の縁取り。開けてみると、乾燥した赤黒い葉がこんもりと入っている。

　ソフィが「これは……」とサイードを見上げると、彼は「詫びだ」と簡潔に述べた。そして続けてこう説明する。

「紅茶だ。パシニア王国でポピュラーに飲まれている葉らしいんだが……」

　その言葉に、ソフィは茶葉に鼻を近づけた。ふわりと香ってくる紅茶の甘い匂いは、確かに嗅いだことのあるものだ。もちろん、グレードはきっとこれよりずっとひくいものだが……

（お母さんと一緒に飲んでいた紅茶の匂い……）

「懐かしい……」

「そうか。よかった」

　ソフィの微かな呟きを掬い上げ、彼はそう優しい声を出した。

　顔を上げると、安心したようなサイードの顔が目に入って、心臓が一つ音を立てる。

「もしかしてこれ、私のために？」

「そろそろホームシックになる頃合いじゃないかと思ってな。お前を帰してやることはできないから、香りだけでもと思って……」

　その言葉に胸がじんと熱くなった。彼が自分のことを思って選んでくれたと言うだけでちょっと泣きそうになる。

　ソフィは目に溜まった涙を指先で払うと、紅茶の缶を抱きしめ、満面の笑みを浮かべた。

「ありがとう、ロマン！」

「ようやく笑ったな」

　つられたようにサイードも笑う。同時に彼は、自身の長い指でソフィの頬にかかった髪を耳にかける。

　その瞬間、触れた指先に、微笑んで細くなった目に、かけてくれる声に、心臓がこれでもかと跳ねた。そして、うるさいぐらいに内側からソフィを叩きはじめる。

（あぁ、私やっぱり……）

　彼が好きだ。

　そう実感した。けれど、この恋は叶わない。なぜなら、始まる前に終わってしまっているからだ。

　ソフィは彼の主人に嫁ぎにきたのだし、彼だってさっきの様子からしてその気はないだろう。

　そもそもソフィは彼を、彼らを騙してここにいるのだ。

　それが知られたら、きっと軽蔑されるだろうし、国にだって帰されてしまうだろう。もしかしたら、彼の前で処刑、なんてこともあり得てしまうかもしれない。

（それなら……）

　ソフィはサイードの手を取った。

　そして彼をじっと見つめ、意を決したようにこう口にした。

「あ、あの！　お願いがあるの」

「なんだ？」

「私、サイード様に会いたいの。会わせてくれない？」

　その瞬間、サイードの目が見開く。

（このままずっとここにいるのかもしれないのなら、陛下のことを好きになろう）

　ソフィは、彼を忘れる努力をはじめることにしたのだった。







◆◇◆








「呼んでくれて嬉しいよ、セリーヌ！」

　それから二日後、そう言いながら屋敷にあるサロンに現れたのは、サイードのふりをしたロマンだった。『嬉しい』と言いつつも、彼の顔には『迷惑』という札が張り付いており、ソフィは呼び出してしまったことに申し訳なさと後悔を感じていたのだが。お茶会はもうセッティング済みということで逃げることはできなかった。

　そんな、お互いに半ば嫌々で始まったお茶会だったのだが――

「へぇ、いいね。」

「そうなんですよ」

「これはどうするんだ？」

「それは――」

　意外にもお茶会は楽しいものとなっていた。話題は主に今まで作ってきたお菓子や料理の話題から始まり、好きな本や子供の頃した遊びなどの話になっていた。

　元来の性格が似ているのだろう。お互いに終始笑顔で楽しく話ができた。

（なんだか、異性の友達ってこんな感じなのかもしれないわね）

　サイードとは違うが、彼は彼で好きだ。会話も楽しいし、疲れない。何時間話していても、きっと会話は尽きないだろう。

　そんな楽しいお茶会だったのだが、一つだけ気になることがあった。

（監視をしているのよね？）

　ソフィは背後を振り返る。そこにはサイードがいた。彼は部屋の隅で腕を組んだままこちらをじっと見つめている。その視線は今まで見たどの彼の顔よりも怖かった。どこからどう見ても睨まれている。

（やっぱり私のことを警戒しているのよね）

　陛下に危害を加えないかどうか監視しているのだろう。

　それが彼の仕事だということはわかっているのに、信用されていない事実にちょっと傷ついてしまう。

　その様子に気がついたのだろう、ロマンがソフィを覗き込んでくる。

「大丈夫？　浮かない顔だけど」

「あ、はい！　平気です」

「そう。よかった」

　ロマンはそう口にするが、彼女の憂いの原因はわかっているようで、部屋の隅にいる男に目をやると、困ったように眉を寄せた。

「そういえば、ロマンとはうまくいってる？」

「え？」

「ほら、なんだかちょっと、二人とも気まずそうだから……」

『二人とも気まずそう』というよりは、『ソフィが勝手に気にしてしまっているだけ』なのだが、ロマンは優しくそう言って眉尻を下げた。

「えっと、大丈夫です」

「そう？　でもなんか、ちょっとロマン機嫌悪くない？」

　その言葉に振り返ってみると、確かにサイードからは警戒以上の感情を感じた。

　サイードと目が合い、ソフィは慌てて顔を正面に戻す。

「あ、あの。もし彼が怒っているんだとしたら、それは多分私のことを怒っているんだと思います」

「なんで？」

「身分不相応にもサイード様のことを呼び出してしまったので……」

　結婚したと言っても、二人の立場は対等ではない。借金のカタにやってきた姫と貸主が同じ立場のわけがないからだ。

　そういえば、『サイードに会わせてほしい』と頼んだ時も彼はあまりいい顔はしなかった。

「そんなことで怒ってるわけじゃないと思うんだけど……」

　ロマンはサイードを見ながらそう言う。

　そんな彼に心配かけないようにソフィはわざと明るい声を出した。

「でも今は大丈夫です」

「そう？」

「サイード様がいてくれるので」

　一人だったら、彼のそんな視線を受け止めきれなかったかもしれない。

　そんな気持ちでソフィは続けてこう口にした。

「陛下がいてくれてよかったです」

　その言葉に後ろの彼が息を呑んだ気がした。






「それじゃ、ロマン。彼女を部屋まで送ってあげてね」

　楽しいお茶会の後、サイードに扮したロマンはそう言ってサロンを後にした。

　彼の背が見えなくなって、使用人達が部屋を片付けだすと、壁に背を預けていたサイードもこちらに歩いてくる。

「帰るぞ」

　いつになくぶっきらぼうにそう言って、彼はソフィを置いたまま一人で歩き始める。

「え！　ま、まって！」

　ソフィは慌ててついて行った。

　それから二人はソフィの部屋に着くまで、終始無言だった。サイードは話しかけてこないし、ソフィもそんな彼に話しかける勇気など出なかったからだ。

　ロマンの予想通りにサイードはどこか怒っているようで、いつもより床を叩く靴の音が大きかった。

　そしてようやく部屋の前、ソフィはほっと胸をなでおろした。

　ソフィは送ってくれたお礼を言うために、彼を振り返った。

「ロマン、ありが――」

「今日は楽しかったか？」

　食い気味にそう聞かれ、一瞬だけ固まった。

　彼女がゆっくりと首を縦に振ると、彼の眉間にシワが寄る。

「ああいう、なよっとしたやつがいいのか？」

「え？」

「君からみたサイードはいい男か？」

「そ、そうね。えぇ、優しくて素敵な人だと思うわ」

　無難にそう返すと、更に彼の眉間にシワが寄った。

　こんなに睨まれたことなど、ここに来たばかりの時以来である。

（そんなにサイード様を呼び出したことを怒っているのかしら）

　呼び出された本人は、最初は迷惑そうにしていたものの、最後は笑顔で手を振ってくれた。おそらく、不快な気分にはさせていないだろう。失礼なことはしていないと思うし、お茶会のマナーや作法も間違えてはいないはずだ。

　彼がそんなに怒る理由がわからない。

「わ、私、もう帰るわね！　送ってくれて、ありがとう！」

　居た堪れず、そう言ってドアノブに手をかけた瞬間、顔の横に彼の腕が伸びてきた。「え？」と、呆けた声を出しながら振り返ると、思ったよりも近くにサイードがいた。

「君は誰にでもああいうことを言うんだな」

「なんのこと？」

　ドアについたサイードの手がゆっくりとおりてきて、ドアノブを握っていたソフィの手に重なる。彼はそのままソフィと一緒に扉を開けると、彼女を押し込む形で部屋に入ってきた。

「え？　ちょっと！」

「そうだよな。お前にとってはなんてことない言葉だからな」

　意味がわからないことを言いながら、彼はソフィの手首を掴みベッドまで行く。そして、彼女の肩を押した。

　バランスが取れず、そのまま背中からベッドに倒れ込むと、その上にサイードが乗っかってくる。

　手首を縫い付けられ、ソフィは目を丸くした。

「ちょっ――」

　なにをするの？　どうしてこんなことを？

　疑問はたくさん頭の中に浮かんだが、どれも口に出させてはもらえなかった。

　その前に唇を塞がれたからだ。

「んっ」

　数日前と同じように、彼の唇がソフィの唇を塞いでいる。気がつけば、彼の膝がソフィの足の間に入り込み、もうどうやっても逃げられない状態にされてしまっていた。

　さすがにここまで来たら、彼が何をしたいかはわかってしまう。






「まって！　まって、ロマン！　私にはサイード様がっ！」

「そんなにアイツがいいのか？」

「アイツって……」

　なんて言い方をするんだと目を剥くが、彼は少しも驚きも反省もしていなかった。どうやら、咄嗟に口から出てしまったとか、そういうことではないらしい。

「まぁ、君とアイツはノリが合いそうだな。趣味も合うようだし、君も話していて楽しそうだったな」

「あ、あの」

「でも駄目だ。君は俺のものだ」

「何言って――」

　またキスをされた。しかも今度は舌が口の中に入り込んでくる。

「やめて、ロマン！　こんなことしたら、貴方が――」

「嫌なのか？」

「い、嫌とか良いとかそういう話じゃなくて！　私はサイード様と結婚をしているんだから、貴方とは……」

「なら、俺でいいだろう？」

　意味がわからず、潤み始めた瞳で彼を見上げると、彼は獲物を見つけた猛禽類のような目をゆっくりと細めた。

「君が操を立てるべき人間は俺だ」

「え？　どういう……」

「俺がサイードだ」

　サイードはそう耳元で囁いた。信じられないといった顔で大きく目を見開くソフィに、彼は更にこう続ける。

「聞こえなかったか？　私がサイード・ル・シルヴァだといったんだ。正真正銘、君の夫だ」

「う、そ」

「嘘じゃない。ちなみに、ロマンは向こうだ。君を監視するために、身元を入れ替えてたんだ」

　サイードはそう言いながら自身の首元にあるクラヴァットを緩めると、シャツのボタンも外し始める。

　段々と顕あらわになる彼の肌に、ソフィの身体は強張った。

「だから、もう君が気にするようなことは何もない。これから何が起きても問題はない」

「な、なにするの？」

「それを聞くのか？　さすがにここまで来てわからないほど初うぶじゃないだろう？　それとも俺の口から言わせたいのか？」

　サイードは喉の奥で笑う。

「残念だったな。あいつがサイードじゃなくて」






　そこから先は、もう怒涛だった。

　舌を捻じ込ませるような苦しいキスに、無遠慮に素肌に触れてくる手のひら。

　たくし上がったスカートから手を差し込まれ、腹部から胸元に手が伸びる。

　あまりの展開に服の上から彼の手を押さえつけても、反対側の手で両手もろとも押さえつけられ、抗議しようとした唇も彼のそれで塞がれた。

「んっ」

　彼の冷たい指先が胸元にたどり着いて、やわやわと優しく胸を揉みしだく。そして最後には服の上から胸の頂点をぐりっと押しつぶされた。

「あぁっ――」

　鋭い痛みと電気が走ったような感覚。一瞬にして身体がこわばり、そして一気に弛緩する。身体の力を抜いた彼女にサイードは覆いかぶさり、また唇を重ねた。

「んっ、んんっ――」

　再び入り込んできた舌が苦しくて、爪先でシーツを蹴る。しかし、当然のことながら彼から逃れることはできなくて、むしろもっと深くまで侵入されてしまう。

　もう、恥ずかしいとか言ってられなかった。

　初めて彼の唇に触れた時のような恥じらいは一切なく、ただ必死にソフィはサイードに縋りついていた。

　上唇と下唇を交互に喰まれ、舌を絡ませて、唾液を交換する。

「ぁっ、んんっ」

　そうしている間に服はどんどん脱がされ、気がついたときには、薄いシュミーズだけが身体を隠している状態になってしまっていた。

　それさえも彼はぞんざいにたくしあげる。

「ちょっと――っあん！」

　露わになった胸が齧かじられる。先端まででっぷりと舐め回され、自然と腰が浮いた。ピリピリとした刺激に、身体の中心がじん、と熱くなる。

「初めてか？」

「へ？」

「こういうことをするのは、初めてか？」

「あ、当たり前よ！」

　恥ずかしくてそう声を荒らげれば、「やっぱり、ただの噂か……」と彼はひとりごちる。

「どういうこと？」

「知っているかどうかはわからないが、君には色々噂があってな。俺が知ってる噂では、君には五人の恋人がいることになっている」

「ご、五人!?」

「他にも戯れで何人もの男と寝たとか。そういう華やかな噂は尽きないぞ」

　それは華やかとは言わないだろう、決して。

　ソフィが青い顔になるのと同時に、彼の指が秘所にあたる。「あっ」とソフィが体を跳ねさせれば、サイードはニヤリと頬を引き上げた。

「本当にだれにも抱かれてないのか？　随分と濡れるのが早いようだが」

「そんな」

「ほら、もうこんなに濡れている」

　くち、と粘り気のある水音がソフィの耳に届く。その音に彼女が頬を真っ赤に染めると、サイードはさらに指の腹で彼女の割れ目をゆっくりと撫でた。

「やっ！」

「指だってすぐ入りそうだぞ？」

「ちょ、んんん……」

　その言葉通りに指がゆっくりと入ってくる。

　ピッタリとくっついてた肉が広げられ、身体が震えた。目尻には涙がたまり、「あ、ぁ……」という情けない声が出る。初めての感覚にどう反応していいのかわからず、そばにあったシーツをぎゅっと手繰り寄せれば、また自然と鼻にかかったような甘い声が漏れた。

　サイードは中指を全て奥まで押し入れると、ぐるりと回した。そして、指の腹で彼女の奥の襞を擦り出す。

「この音が聞こえるか？　君が出している音だ。入り口もひくついてるし、これで本当に男を咥えたことがないって言うのか？」

「は、初めてよ……ぁんっ」

「ほんとうか？」

「ほんとうだって――！」

　信じてもらえないのが悲しいのか、それとも生理的なものか、瞳に溜まっていた涙が質量を増し、頬を流れた。

　それを見てサイードは少し申し訳なさげに眉を下げた。

「悪かった。少しいじめすぎたな。君を見ているとどうもいじめたくなってしまう」

「え？」

「初めてなのはわかってる。じゃないとこんなにきつくはないからな」

　なぜか苦しそうにそう言って、サイードは指を増やしてきた。内臓を押し上げてくる質量が急に二倍になって、ソフィは息を詰めて、喉を晒す。

「んっ――」

「でも、本当に反応だけは一人前だな。……ここはどうだ？」

「あぁぁっ！」

　割れ目の先端にある赤い実を指先で弾かれて、ソフィはあられもない声を出す。じわりと濡れる感覚がして、粘り気のある水音がさらに激しくなった。

　その瞬間、理性がふっとんで、ソフィはサイードの首に手を回し、あられもない声を出し始める。

「あ、あぁっ！　んやめっ！　あぁっ！」

　身体中がゾクゾクして、背筋が震える。

　彼女があげる声に応じてか、サイードはさらに中をかき混ぜた。

「んっああぁやだぁ――！」

　身体中の血液が沸騰して、頭までも熱くなる。高まりを感じた時にはもう白い世界が半分以上見えていて、怖さも、恥ずかしさも全て突き抜けて、一気に快楽が身体中を駆け巡った。

「んっ――!!」

　ソフィはサイードを抱きしめながら達した。身体中が痙攣して、彼女の割れ目は彼の指をこれでもかと締め付ける。

　そのあとは、ぐったりと身体の力が抜けた。汗が全身から出て、肩で息をする。

　四肢はいうことを聞かず、シーツの上に投げ出されていた。

「嫌じゃないのか？」

　そう静かに問われ、ソフィは「え？」と呆けた声を出した。

　彼は膝立ちでソフィを見下ろしながら、ズボンを寛がせる。

「嫌ならもっとちゃんと嫌がるそぶりぐらい見せたらどうだ？　自分の状況がわかってないのか？」

「え？　あの……」

「ただまぁ、嫌がってもやめてはやらないがな。君には拒否権はない。今から俺は君を抱く。これは決定事項だ」

　そう言いながら、割れ目に押し当てられたのは彼の雄だった。

　臍のあたりまでしっかりとあるその男根に、ソフィは思わず腰をひく。先ほどの指なんて比べ物にならないぐらいの質量だ。

「逃げるな」

「やっ！」

「そんなに、ロマンに抱かれたかったか？」

「え？」

　思ってもみなかったことを聞かれ、ソフィは目を瞬かせる。

「随分となついていただろう？　好きだったんじゃないのか？」

　その言葉に、ソフィはサイードが変な勘違いをしていることに気がついた。彼女は慌てて口を開く。

「ち、違うわ！　か、彼のことはいい人だと思うけど、そういう感じじゃなくて！」

「楽しそうだったぞ？」

「貴方と話すときも楽しいわ」

　そう言葉を重ねると、頬を撫でられた。そのまま一つ優しいキスが落ちてきて、ソフィは目を瞬かせる。

「セリーヌ、俺のことは好きか？」

「え？」

「俺は君が好きだ。最初は何をしにきたんだと疑ってばかりいたが、今では君が来てくれてよかったと心底思う」

「わ、私は……」

「君の屈託のない笑顔が好きだ。優しい心根が好きだ。絹のような白銀の髪も、アメジストの瞳も、お節介なところもいい」

　その言葉に、飛び上がるぐらい心臓が高鳴った。今まで生きてきてこれ以上があっただろうかというぐらい幸せな気持ちが全身を包む。まるで身体が宙に浮いているのではないかというぐらいの心地で、今すぐ駆け出してしまいたい焦燥にも駆られる。

「君はどうだ？　俺のことをどう思ってる」

「私は――」

　ソフィはそのまま言葉を詰まらせた。

　もちろん、彼のことは好きだ。大好きだ。

　けれど、ソフィはそれを彼に告げることはできない。

（だって私は――）

「セリーヌ？」

　本当は、セリーヌではないのだ。

　彼に想いを伝えたい気持ちはあるのに、想いを返したいと心底思っているのに、自分がついている嘘のせいで、何もかもが声にならず消えてしまう。

　ソフィがそのまま何も言えないままでいると、サイードが優しく額を撫でた。

「いい。無理やり言わなくてもいいし。嘘を吐く必要もない」

「サイード……」

「ただ、悪い。君の気持ちがこちらに向くのを待ってやるほどの余裕はない」

　その言葉とともに彼の丸い切っ先がソフィの割れ目にあてがわれた。そのまま出たり入ったりしながら、彼はゆっくりと腰を押し進める。
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「あぁっぁん――！」

　一度達しているとはいえ、その太さを受け入れるほど彼女のそこはまだ緩んでいない。身体が裂かれる痛みに彼の背中に爪を立てると、まるで子供をあやすように抱きしめられ、頭を撫でられた。

「悪い」

　そう耳元で囁かれた瞬間、ごちゅん、と最奥まで一気に貫かれた。そしてそのまま、彼は腰を振り始める。

「ぁっ、ん、あっ、ぁ――」

「んっ」

　何度も何度も彼は最奥を穿うがつ。ソフィが初めてだとか、まだ身体が慣れていないとか、そんなものはお構いなしに彼は彼女を攻め立てる。

「やだぁ、ぁ、と、まって！　んっあぁっ！」

「無理だ」

　激しく身体を揺さぶられ、自分の状況が把握できない。

　どんな声を出しているのか、どんなふうに彼に縋り付いているのか、どんな顔をしているのか。

　何一つわからないまま、彼に身体を犯される感覚だけが脳内に刻みつけられる。

「セリーヌ、愛してる――」

　苦しそうに、悲しそうにそう吐きながら、彼は腰を打ち付け、ソフィの中に白濁を放った。

















第四章












　サイードが最初に殺されかけたのは、五歳の時。

　食事に混ぜられた毒を摂取し、三日三晩、生死の淵を彷徨ったらしい。

　犯人は先日男児を産んだ王妃で、理由はありきたりな跡目争いだった。

『どうして……』

　毒を飲む前後のことを覚えてないのに、薄れゆく意識の中で、そう呻いたことだけははっきりと覚えていて。床に倒れている自分をまるでゴミを見るような目で見つめる王妃に涙が溢れた。

　王妃は子供ができにくい体質で、自身に子供ができるまで母親のいないサイードを本当の子供のように扱ってくれた。サイードもそんな彼女のことを本当の母親のように思っており、その仲睦まじさは王宮でもちょっと話題になっていたぐらいだった。

　そんな母親同然に慕っていた彼女からの突然の裏切り。しかも、王妃は狡猾な人で、みんな彼女が犯人だとわかっている状況にも関わらず、証拠を一切残さなかった。結局捕まったのは、王妃の侍女をしていた人間で、彼女が罰せられるだけで、王妃はなんのお咎めも受けなかったのだ。

　この出来事は、サイードの心に冷たい影を落とした。

　当時、自分のことを守ってくれるのは、責任をなすりつけられたら困る乳母と自分自身だけで、父親である皇帝は『私はどちらでもいい。生き残っている方を次の皇帝に据えればいい』と言う考え方だった。

　それからも王妃の暗殺未遂は続いた。毒はあらゆる方面から仕込まれ、服に縫い付けられていた針に腕を刺されたときは、死ぬほど痛くて、一歩間違えば腕を切り落とさないといけなくなるんじゃないかという状況まで追い詰められた。

　そして最後には、彼女は、自身の子供まで使ってサイードを殺しに来たのだ。

　これにはさすがに皇帝も黙っておらず、王妃とは離縁。親子共々、流刑となった。

　北の領地へ向かう際、彼女は見送りにきたサイードを振り返り、こう口にした。

『あんたなんかさっさと死ねばよかったのに！　生まれて来なかったらよかったのに！』

『優しくなんてしなければ良かった！　早く殺しておけばよかった！』

　かつて母親のように慕った人からの最後の言葉は、そんな心無いものになってしまった。

（だから、なんだろうな……）

　サイードは隣で眠るソフィを撫でる。

『私は貴方が生きていてくれて良かったわ』

『私ね、貴方がいてくれてよかったわ！』

　だから、彼女のあの言葉に心底惹かれた。

　自分にそんな台詞を向けてくれる人なんて今までいなかったから、その言葉に執着した。なにがなんでも彼女を自分のものにしてしまいたかったし、自分以外に彼女がその言葉を向けるのが我慢できなかった。

　突き詰めてみれば、それは子供のような独占欲で。だけど、どうしても止めることができないほどに、そういう言葉に飢えていた。

　それが彼女にとってはなんの価値もない言葉だと言うのはわかっていたはずなのに……

「セリーヌ……」

　サイードは、彼女にそう呼びかける。

　滾たぎった気持ちのままに愛してしまった彼女は、身体中にサイードの痕跡を残したまま疲れ果てて眠ってしまっている。いくつもの噛み痕と、無数のキスマーク。無茶をさせすぎたためか彼女の額には汗が光っており、髪の毛がぺったりと張り付いていた。

　もう二週間、毎晩彼女をこうして抱いている。

　それでもなお、彼の渇きは、飢えは、解消されなかった。むしろ、彼女の甘さを知ってしまった分だけ、もっと、もっと、と求めてしまう。

　きっと彼女が気持ちを返してくれるその時まで、この渇きも飢えも、加速していくのだろう。――そんな気がする。

（まぁ、彼女が気持ちを返してくれるかどうかはわからないがな……）

　それでも最近は、少しマシになってきた気がする。

　最初は無理矢理感が強かった行為だが、今では多少受け入れてくれている気がするのだ。『好きだ』と言えば嬉しそうな顔で微笑むし、『愛してる』と言えば頬を赤らめて、何か言いたげにうつむく。

　それは、控えめに言っても好意がある反応で。しかしそれでも、彼女は『好きだ』にも『愛してる』にも、何も言葉を返してくれなかった。






　サイードは彼女の額に張り付いた髪の毛を優しく払う。

　同じだけの想いを返してくれとは思わない。そばにいてくれるのならば、愛して欲しいとも願わない。ただ――

「せめて、お前は俺を裏切らないでくれ」

　その懇願は、彼女の耳に届く前に暗闇の中に溶けて消えてしまった。
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　ソフィが目を覚ますとサイードはもういなくなっていた。

　窓の外に視線を移すと、もう太陽が高い位置まで昇っている。これはもう完全に寝坊だ。誰も起こしにこないところから見て、きっとサイードが気を利かせてくれたのだろうと予想ができた。

　サイードの正体を知ってから、もう二週間の月日が経っていた。

　抱かれた翌日には、屋敷から王宮に行くことが決まっていて、すぐに王妃の部屋に通された。屋敷で働いていた人間たちも改めて王宮で雇われることになり、ナタリーもサイードの正体を知って、驚愕していた。

　さらに彼らを驚かせたのは、彼の盲愛っぷりだった。

　毎晩のようにソフィの寝所に向かうのは当然のこと、朝に仕事がない日はそのままそこで二人っきりで過ごし、朝食もベッドの上で二人っきりでとる。

　まるで親鳥から雛鳥に与えるように、サイードがサンドイッチをソフィに食べさせているところを見かけた使用人は、その彼の溺愛っぷりに腰を抜かしたという。

　ソフィは身体を起こす。一晩で何度も求められた身体はとても重たかった。

　胸元に散った赤い痕を見て、ソフィの脳裏に昨晩の情事が蘇ってくる。

『セリーヌ、好きだ』

『お前は返してくれないんだな』

『それでもいい。いつかは頷かせてやる』

「はぁ……」

　ソフィは膝を抱えた。






（私だって――）

　サイードに好きだと伝えたい。彼がそんなことを言ってくれる前から、ソフィは彼のことが好きだったのだし、彼の気持ちはこれ以上ないぐらい嬉しい。それこそ、飛び上がってしまうほどに。だけど……

（でも私は、セリーヌ様じゃないから……）

　嘘をついたまま、彼に気持ちを伝えるのはどうなのだろう。しかも、ソフィは彼の弱みを見つけてこいという密命まで受けてきているのだ。

　もう彼の弱みを探ろうとは思っていないが、これはもうどこからどう考えても裏切り行為だろう。

　ソフィは布団の上でもう一度ため息をつく。

　そうしていると、ノックの音もなくいきなり扉が開き、一人の女性が飛び込んでくる。

「ちょっといいかしら――って！　なんて格好してるのよ！」

　入ってきたのはナタリーだった。

　彼女は一糸纏わぬソフィにそう声を荒げ、慌てて扉を閉める。

「そうよね！　そういう話だったわよね！　だから起こすなって話だったわよね」

　サイードの忠告を思い出しているのだろう。そう言いながら彼女は頬を赤らめる。そんな彼女に、ソフィは胸元をシーツで隠しながら、首を捻る。

「えっと。ナタリー、どうしたの？」

「あ、そう！　そうなの！」

　ナタリーはソフィにグッと距離を縮め、握りしめて潰れてしまった手紙を押し付けた。

「ニコルさんから？」

　ソフィは封筒に書かれていた手紙の送り主を見ながら、眉間に皺を寄せる。

　ニコルというのは、ソフィの母親であるマリーの兄。伯父にあたる人物だ。

　ソフィとナタリーが『入院費を稼ぐために出稼ぎに出る』と言ったのを信じて、マリーの面倒を買って出てくれた奇特な人である。

（もしかしてお母さんに何か？）

　ソフィは急いでその手紙を開く。

　ニコルには『ソフィの連絡先は教えられないから、何かあればナタリーに連絡して』と言伝ことづててあったのだ。

　ソフィは手紙を全部読み終わる前に、青い顔で立ち上がった。

「お母さんが!?」
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（昨晩はセリーヌに無理させてしまったな）

　朝の会議を終わらせたサイードは、そんなふうに思いながら廊下を歩いていた。

　近頃頭を占めているのは彼女のことばかりで、自分でも情けないと思うのだが、あまり仕事に身が入っていなかった。

　今はまだないが、このままだといつか大きなミスをしてしまうかもしれない。ちゃんと身を引き締めねば。

　そんなふうに思いながらも、やっぱり思うのは彼女のことばかりだった。

（今日はゆっくりさせてやるか。できれば、夕食も一緒にとって――）

「サイード様、少しお話が……」

　背中の方からそんな声がかかり、サイードは振り返った。そこには、いつになくうかない顔をしたロマンがいる。

「どうかしたか？」

「いえ、以前調べるように言われていたことですが……」

　ロマンに頼んでいたのは、セリーヌの調査だった。

　噂の中のセリーヌは大変な悪女だが、それが今接している彼女のイメージとどうも合わない気がするのだ。もしかすると彼女の噂は、彼女を貶めたい何者かの手によって作為的に作られたものかもしれない。

　そんなふうに考えてサイードはロマンにセリーヌの調査をするよう命令していたのだ。

「で、どうだったんだ？」

「それが……」

「どうした？」

「大変、言いにくい事なのですが――」

　気まずそうなロマンがそう言葉を発しようとした時、廊下の先で声が聞こえた。

　男性と女性が言い争っているような荒々しい声だ。その声の片方に、サイードは聞き覚えがあった。

「セリーヌ？」

　二人は慌てて声のした方に向かった。






　そこには、やはりソフィがいた。

　彼女は王宮の入り口を管理している兵士に何やら言い募っていた。

「わ、私、ちょっと国に帰らないといけないの！　お願い！　そこをどいて！」

「セリーヌ様、少し落ち着いてください」

「ちょ、ちょっと！　少しは落ち着きなさいよ」

　よく見ると、彼女の侍女であるナタリーもいた。

　サイードは彼女たちに駆け寄ると、ソフィの肩を支えた。

「どうかしたのか？」

「サイード。お母さんが、お母さんが！」

　そこまで言った後、彼女はハッとして、その場にうずくまった。

「セリーヌ？」

「陛下」

　なぜか彼女を支えようとしたのをロマンに止められる。

　ロマンはなぜか少し怒ったような顔で彼女を見下ろした。

「あなたの言う『お母さん』というのは、パシニア王国の王妃ではなく、マリー・マーロウのことですね」

　ソフィは今にも泣き出しそうな顔を上げる。その目は大きく見開いており、唇は震えていた。

　サイードは「どういうことだ？」と困惑した声で問う。

　ロマンは冷たい目でソフィを見下ろした。

「サイード様、彼女はセリーヌ・ルーヴェルではありません。彼女の本当の名前はソフィ・マーロウ。瞳の色と髪の色がたまたま一緒なだけの平民ですよ」

「……」

「彼女は本物のセリーヌの身代わりです」

「そう、なのか？」

　肯定を示すように、ソフィの顔がくしゃりと歪んだ。
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　その翌日、サイードとロマンの姿は王宮にある執務室の中にあった。

　ロマンは窓から外を見るサイードに、報告書に書いてある内容を話す。

「ソフィ・マーロウ、十七歳。王宮で料理人をしていたマリー・マーロウを母にもつ、平民です。母親が病気になり、その入院費を稼ぐためにセリーヌの身代わりに。現在、マリーの体調は芳しくなく、彼女の兄であるニコルが面倒を見ているようです」

「そうか」

「……どうしますか？　ソフィは国に返しますか？」

　その言葉に、サイードは奥歯を噛み締めた。

　彼の様子を見て、ロマンは息をはく。

「それでは帰すように手続きと、賠償金の額を議会で決定しないと……」

「帰さない」

「え？」

「今の所、相手はうまく俺を騙していると思いこんでいるのだろう？　それならば、それを逆手に取るべきだ」

　彼の言葉にロマンは「いや、でも……」と狼狽えたような声を出した。

　そんな彼に、サイードは声を低くする。

「それに、いま国に帰して、あいつの腹の中に俺の子でもいたらどうするつもりだ？　それこそ、相手に人質を渡すような事になってしまいかねないぞ？」

「それは……確かにそうですね」

　そこまでは思い至らなかったというような声で神妙に頷いて、ロマンは書類に何かをメモしはじめる。

「わかりました。とりあえず、一ヶ月ほどは様子を見ると言うことで。その間にご懐妊の兆候がありましたらその時に考えましょう」

「それともう一つ」

「はい、なんでしょう？」

「彼女の母親をこちらに密かに呼び寄せろ。マリーとか言ったか？」

　ロマンの目が驚きで見開かれる。顔だけ振り返ったサイードは、彼のそんな表情を見て鼻筋をくぼめた。

「勘違いするな。彼女を逃さないためにだ。あの様子だと、いつ母親の元に走らないとも限らないからな」

　現在、ソフィはまたあの屋敷に戻されていた。同じように戻した使用人たちにはソフィの正体のことは何も言わず、ただ『彼女の体調が悪そうだから、ここで静養させる』とだけ言っている。部屋からは出るなと言っているし、兵士もつけている。

　ロマンはサイードの言葉に「まぁ、それはそうなのかもしれませんが……」と一定の理解を示したあと、さらにこう続けた。

「サイード様。もしかして、ソフィのことをお許しになられるのですか？」

　その問いにサイードは「はっ」と、息を吐き出すようにして笑う。振り返った彼の顔は嫌悪に滲んでいた。

「俺が自分を騙していた女を信用するような男に見えたか？」

「それは……」

「あんな女、もう二度と顔なんて見たくない」

　そう言ったあと、彼は下唇を噛み締めながら、苦々しげな顔で窓の外に視線を戻すのだった。
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　屋敷での軟禁生活が始まってから、二週間が経っていた。

　ソフィは窓のそばに置いた椅子に座りながら、外を見つつ、ほぉっと息を吐く。泣き腫らした目と顔はこれでもかというほどぐちゃぐちゃで、ひどい有様だった。しかし、彼女はそんな顔を繕うことなく、窓に向かってまたため息をついた。

（お母さん、大丈夫かしら……）

　ニコルからの手紙では、マリーはあまり容態が良くないとあった。一時は危篤になり、なんとか持ち直したという話も書いてあったが、あれからどうなったのかはわからない。

　きっと良くなったと信じたいが、頭をよぎるのは嫌な想像ばかりだ。

　そうしていると扉がノックされた。ナタリーが食事を運んできたのだと思い「はい」と返事をすると、扉が開いて一人の男が入ってくる。

「え？」

「お久しぶりです」

　入ってきたのはロマンだった。彼は泣きはらした顔のソフィを見て、痛ましげに眉を寄せたあと、「話があってきました」と続ける。

「なんでしょうか？」

「サイード様の命令で貴女の母親をこちらへ連れてきました」

「お母さんを？」

「はい。こちらの適切な治療により、現在快方に向かっています」

　その瞬間、目の前がぱぁっと開けるような感覚がした。

　ソフィはロマンにかぶりつく。

「本当に!?」

「はい。一時は危なかったですが、なんとか持ち直しました。しかし、貴女の母親が倒れた原因は、病気ではなかったみたいですよ？」

「え？　どういうこと？」

　ソフィは困惑した声をだす。

「貴女をセリーヌに仕立て上げるために、セリーヌは側近に命じて貴女の母親に毒を飲ませたようです」

「どういうこと……」

「つまり、貴女の母親は人質だったんですよ。貴女をこちらに向かわせるためのね」

　ソフィは驚きに目を見開く。確かに母親が倒れたタイミングと、セリーヌに呼び出されたタイミングが妙に合致すると思っていたが、まさかセリーヌがそんなことをするだなんて思わなかったのだ。

「まぁ、毒と言っても、そこまで強いものではないようなんですが。ただ、飲み続ければ、やはり命は危険です。今回は医者もグルになっていたようですし、引き取った時はそれなりに危険な状況でした」

　心配そうな表情を浮かべるソフィに「今は大丈夫ですよ」とロマンは優しく語りかけた。

　ソフィはひとまず母親が無事だったことに胸を撫で下ろすと、もう一つの方の疑問を口にした。

「でもどうして、サイードはお母さんを？」

「サイード様は『貴女に逃げられたら困るから』と言っておりました」

「そう……」

　自分でも知らない間に期待をしていたのだろう、そう言ってソフィはわずかに視線を下げた。

　そんな彼女の頭上にロマンは声を落とす。

「ただまぁ、これは私の勘ですが。サイード様、本当は貴女に出ていってほしくないのだと思いますよ？」

「え？」

「なんやかんやと理由をつけていますが、結局はその気持ちが勝っているんだと思います。私としては気持ちに正直になってくれればと思いますがね。あの人、人のことを疑いすぎるがあまり、なかなか結婚相手が見つからなかったんですよ。だから、セリーヌとの婚姻話が出た時、議会のお偉いさん方が飛びついてしまって……」

「そう、なんですね」

「だから、サイード様が貴女とどうにかなってくださるのなら喜ばしいことです」

　それだとまるで、サイードとソフィがくっついて欲しいと言っているように聞こえる。というか、どう咀嚼してもそうとしか聞こえない。

　ソフィは狼狽えたような声を出した。

「喜ばしいって……。私、こんな格好していますが元は平民ですよ？」

「えぇ、知っていますよ？」

「それならなんで……」

　ここの使用人には彼女の正体をバラしていない。だからソフィは、未だセリーヌのような貴族然とした格好をしていた。

「その辺は問題ありませんよ。サイード様のお母様ももとは平民出ですし」

「え。そうなんですか？」

「はい。元は貴族同士で結婚をくり返していたらしいんですが、それだと血が濃くなってしまいすぎたみたいで。それを防止するために外から血を入れてもいいって話になったようです。貴女が正妃になるにはもうちょっと勉強をしていただかないといけませんが、それも前例がないわけではありませんし。まぁ、その辺は考えなくても平気ですよ。この国で一番大事なのは、陛下の血が受け継がれることですから……」

　そう言ってロマンが顎を撫でる。

　ソフィは正体がバレた時の彼の冷たい視線を思い出し、口を開いた。

「えっと……ロマンさんは、私のことが嫌いなんじゃないんですか？」

「嫌い？　別に嫌いではありませんよ。まぁ、貴女の正体を知った時は警戒しましたがね。調べれば調べるほど利用されただけというのが明るみになってきましたし、今は割と同情しかありませんよ？」

「そう、なんですね」

　別に味方だと言われたわけではないのに、それだけでどこか安心した。

「それにまぁ、貴女との話が楽しかったのも本当ですしね」

「わ、私も楽しかったです」

　声を上ずらせながらそう言えば、ロマンはそこで初めてにっこりと笑った。

「それはよかったです」

　ソフィは意を決したように立ち上がった。そうして、少し迷った末に、口を開く。

「サイードに会うことはできますか？」

「ん？」

「彼が許してくれるかどうかはわかりませんが、気持ちを踏み躙ってしまったことはちゃんと謝っておきたくて……」

　ロマンはああ言うが、サイードとソフィがどうこうなる未来なんて万が一にもないだろう。裏切ったソフィのことを彼が許してくれるとは思えないし、許してくれたとして、以前と同じような気持ちでいてくれるとは思わない。

　それでももし、機会があるのなら謝っておきたかった。気持ちを踏み躙ったことも、騙していたことも、全部全部ちゃんと謝って、そしてできることなら自分の気持ちも伝えて、彼の元を去りたかったのだ。

　その言葉にロマンはどこか安心したように眉を下げた。

「そういうところですね。……サイード様が惹かれたのは」

　まるで兄のようにそう言って、彼は人差し指を立てた。

「会えるかどうかはわかりませんが、一つ情報をお教えします」

「情報？」

「サイード様は、今日は珍しく午後から休みを取りました。さらに、こちらの屋敷に向かうのも目撃しました」

　その朗報とも呼べる話に、ソフィは全身が粟立つ心地がした。

「ここからは私の考えですが。……きっとサイード様も、貴女ともう一度話し合いたいと思っているんじゃないでしょうか？　でもまぁ、サイード様のことなのできっと部屋に入ることはないでしょうね。あの人、見た目通りに意地っ張りですから。部屋の前とか、その手前でぐるぐる考えてしまって、結局ここには辿り着けないと思います」

「そんな……」

「ですから、私の権限で中庭には出てもいいということにします！」

「え？」

「もちろんその道中も一人で出歩いてもらって構いませんよ？　警備はきちんと置いていますし。そのぐらいなら私が後からサイード様に頭を下げて差し上げます」

「……どうして？」

　信じられない面持ちでそう声を震わせると、彼は困ったような顔で微笑んだ。

「これでも反省しているんですよ。ちゃんと全て調べてから貴女の正体を暴けばよかったってね。サイード様のあんな顔、私も見たいわけではありませんから」

　ロマンはそう肩をすくめる。そして、いつまでもぼーっと突っ立っているソフィに「早く行かないとサイード様が帰ってしまいますよ」と声をかけた。

　ソフィは彼に深々と頭を下げる。

「ありがとう、ロマン」

「いいえ。頑張ってきてくださいね」

　そんな彼に見送られ、ソフィは部屋から飛び出した。
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　ソフィと離れ離れになって、サイードが最初に感じた違和感は、睡眠が浅くなったことだった。元々、不眠症気味だったのだが、ソフィが来てからというもの、特に彼女と一緒に眠るようになってからというもの、不思議と満たされてよく眠れるようになったのだ。

　だから、彼女を突き放した時に睡眠が浅くなるのはある程度予想できていた。けれど、それも元の生活に戻るだけだとそこまで重要視していなかったのだ。

　しかし結果は、以前よりもあまり眠れなくなった。

　眠れるには眠れるのだが、夜中に突然起きてしまったり、いるはずのない彼女の面影を無意識に探してしまっていたりするのだ。

　自分のことを騙していた彼女を憎々しく思っているはずなのに、身体は、精神は、彼女に会いたくてたまらない。そう理解しかけた時、新しい事実がわかった。

『サイード様。どうやらソフィの母親はセリーヌに毒を盛られていたようです』

『状況から見て、彼女は騙されたか、無理やりここに嫁がされたという感じでしょうね』

　その言葉に目を剥いたのは一瞬だった。それまではセリーヌとソフィが結託しているのだとばかり思っていたが、その状況の方が彼女の性格と合致している気がして、あまりにもあっさりとその情報を飲み込めた。そして同時に、嬉しい気持ちにもなった。彼女が自ら自分を裏切ったわけではないと理解できたからだ。

　さらにロマンは続けてこういった。

『まぁ、母親を人質に取られていたのなら、情状酌量の余地はありますよね』

『……彼女を許せと？』

『そういうわけではありませんよ？　ただ、許したいなら許せるんじゃないかなって思ったんです。そもそも、私たちだって彼女を騙していたわけですし』

　入れ替わっていた時のことを言っているのだろうということはすぐに理解した。

　しかし、あれは騙していたわけではない。彼女を調べるために仕方なくやっていたことだ。

　胸の内ではそう思っているのに、結局、それ以上何も言えなかった。

『私はどちらでも構いませんが、もう一度だけ、話し合ってみたらどうですか？　……お好きなんでしょう？　ソフィ様のこと』

（話し合う、か……）

　サイードはロマンとの会話を思い出しながら、屋敷の中を歩いていた。ソフィに会いにきたはずなのに、彼は未だに一階をぐるぐると周っている。

　正直、何を話し合えばいいのかわからない。

　ソフィを許したいと思っている気持ちは少なからずあって、でも彼女のことを信じ切れない自分もいる。

　いろんなものを、ありとあらゆるものを疑ってきて、何も信じずに、信用せずに、自分の世界は回っていたのだ。唯一例外があるとするならばロマンぐらいのものだが、彼のことを信用するのにだって数年の時間がかかっている。

　誰かを許したり、信じるだなんて、そんなの一朝一夕でできることではない。

　少なくとも、サイードには……

　それに今、ここで誰かを信じて、裏切られるのが怖かった。

（それでも、俺は彼女を信じたいんだな……）

　ここにいることこそが、その気持ちの証拠だった。

　でも、どうすれば信じられるのかわからない。

　信じたいと思っているのに、信じ方がわからない。

「はぁ……」

　サイードはため息をついた。

　やはり彼女の部屋に行く勇気が出ず、気休めに中庭にでる。そこに行ったのは、彼女との思い出がそこにたくさん残っているからかもしれない。

「ん？」

　それを見た時、最初は幻だと思った。

　乱れた白銀の髪。泣き腫らしたようなアメジストの瞳。真っ赤な鼻に、少しこけた白い頬。

　あれは間違いない。

「ソフィ？」

　彼女だ。

　ソフィは、正面にある階段をゆっくりと降りてきている。首を左右に振っているところからみて、何かを探しているのだろう。

「それにしても、どうしてあんなところに……」

　そうは思ったが、すぐに理由には思い至る。

（ロマンか……）

　ロマンは今日、ソフィのところに母親の様子を伝えに行くと言っていた。もしかすると、彼はそこでおせっかいを焼いたのかもしれない。

「しかし、一人で出歩かせるなんて、なんて不用心を……」

　警備の人間を増やしているとはいえ、彼女は毒殺されかけた過去があるのだ。あれから相手が何も仕掛けていないとはいえ、まだ犯人は捕まっていない。そんな状況で彼女を一人にするだなんて不用心がすぎるというものだ。

「全くあいつは……」

　とはいえ、ロマンがそのことを考えないわけがないだろう。

　きっとサイードがこの辺をうろちょろしているだろうと思って、彼はソフィを中庭に寄越したのだ。こうすればサイードは、いやが応にもソフィに声をかけなくてはいけなくなる。

（ここまでお膳立てされたら、さすがに腹を括るしかないな）

　そう思い、彼女に向かって歩き出したその時、彼女の背後に人影が見えた。

（あれは……）

　ソフィと一緒にこちらへきた使用人の一人だった。メイド服を着た彼女は、ソフィの背後に静かに忍び寄る。そんな彼女の手には――

「ソフィ！　危ない！」

「え？」

　サイードがソフィに駆け寄るのと、女が駆け寄るのはほとんど同時で。彼がソフィを抱き寄せた瞬間にナイフが振り下ろされた。

「――っ！」

「サイード!?」

　振り下ろしたナイフがサイードのシャツを裂く。

　ソフィを害することに失敗した女性は、ナイフを構えたまま、血走った目で声を荒らげた。

「アンタがいけないのよ！　アンタがセリーヌ様より綺麗になるから！」

「え？　何を言って――」

「アンタのことを殺さないと、私の家族が代わりに殺されちゃうのよ!!」

　錯乱状態の彼女は、ナイフを持ったまま襲いかかってくる。しかし、サイードもソフィも丸腰だ。

　サイードは彼女を連れて逃げようとするが、先程ソフィを抱え込んだときに足首を捻ってしまったのだろう。痛みが走り、思うように身体が動かない。

　異変に気がついた警備の兵がこちらにかけてくるのが見えるが、このままでは間に合わないだろう。

（くそっ！）

　サイードはソフィだけは守ろうと彼女を抱え込もうとした。しかし、ソフィはそんな彼の手を跳ね除ける。そして、まるでサイードを守るように両手を広げ、彼の前へと躍り出た。

「なっ！」

　そんな彼女へ、女の凶刃が容赦なく振り下ろされようとした、その時――

「私の幼馴染に、何してんのよ!!」

　大きな声とともに、箒の柄が女の頂点にめり込んだ。力一杯振り下ろしたからか、箒がメキッ、と嫌な音を立てる。

　そのあまりの衝撃に、女はそのまま地面に倒れ込んだ。そこにようやく兵士たちが駆け込んでくる。

「ナタリー……」

　彼らを救ったのは、たまたまここら辺を掃除していたナタリーだった。

　腰に手を当てた彼女は倒れた女を見ながら、ふん、と鼻を鳴らす。

　二人は腰を抜かしたままそんな彼女を見上げていたのだが、何かに気がついたソフィがハッと顔をあげ、サイードに迫ってきた。

「サイード、大丈夫？　どこも怪我してない？」

「あ、あぁ。問題ない」

「まって！　シャツが切れてる！」

　ソフィは顔を青くし、彼の腕を確かめた。そして、傷ひとつない腕を見て、ほっと胸を撫で下ろす。

「よ、よかった……」

　その泣きそうな声に、脱力した身体に、彼女が本当に自分のことを心配してくれていたのだと知った。彼女はそのまま両手で顔を覆う。

「サイードが無事でよかった……」

「ソフィ……」

　彼女の優しさがじんわりと胸に染みて、体温が上がる。先ほどまでの迷いなど、もうとうの昔に消え失せていて、早く彼女に会いに行けばよかったと心の底から後悔した。

　許す許さないの話ではない。

　サイードはもともと彼女には怒ってなかったのだ。

　彼女が裏切ったと知ったときは悲しくて、その悲しみを怒りとしてしか表現できなかっただけなのだ。

　それを今更思い知った。

　サイードはソフィの頬に触れる。その行為に彼女は一瞬だけ驚いたような表情を浮かべたあと、笑みを滲ませた。

「あ、あとね！　いつ会えなくなるかわからないから、いまのうちに言っておきたいことがあって」

　ソフィはそう言ったあと、その場で深々と頭を下げた。

「ごめんなさい。貴方のことを騙していて！　私のことを信用してくれていたのに、貴方の気持ちを踏み躙ってしまって、本当にごめんなさい」

「それは……」

「国に返される前に、どうしてもそれだけは伝えておきたくて……」

「国に、帰る？」

　その言葉にスッと肝が冷えた。

　それまではどこか安心していたのだ。距離を置いていると言っても、彼女は会おうと思えばいつでも会える距離にいた。しかし、国を跨いだらそうもいかない。

「君は国に帰るつもりなのか!?」

「か、帰るつもりというか……。もう私、貴方のそばにはいられないでしょう？」

　困ったように笑って、ソフィは躊躇しつつサイードの手を取った。そして、眉尻を下げる。

「私ね、どこにいたって貴方の幸せを願っているわ。……私に祝われたって貴方は嬉しくもなんともないでしょうけど、でも、願わせて」

「……」

「サイード、あのね。私、貴方のことが大好きだったわ」

　それが彼女なりの別れの言葉だと、そう理解した時には手が伸びていた。

　彼女を抱きしめる。

「サイード？」

「だめだ」

「え？」

「君は俺のことを騙していたんだ。勝手に去ることは許さない！　勝手に人の心にずかずかと入ってきたくせに、なんの責任も取らずに勝手に去るとか。身勝手にも程があるだろう」

「あの……」

「あぁ、違うな。こうじゃないな」

　サイードは彼女の肩口に顔を埋めた。

「ソフィ、好きだ。愛してるんだ。だから、帰らないでくれ」
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　あの使用人の女はセリーヌの差し金だった。『ソフィを殺さなければ、お前の家族を殺す』と脅され、仕方なくついてきたらしい。

　セリーヌがソフィを殺そうとした理由は、綺麗になりすぎたソフィへの嫉妬。セリーヌが思う以上にソフィは原石だったらしく、それに苛立ったセリーヌが女に殺しを頼んだのだそうだ。

　それと、帝国で『セリーヌ』が死ねば、国際問題に発展し、お金をもっと踏んだくれるとも考えたらしい。

　使用人の女は拷問をすることなく全ての内容を吐いた。家族は責任を持って帝国が保護するという話になり、彼女自身もソフィの懇願により無罪となった。

　それが昨日までの話である。

　王宮にある夫婦の寝室で、ソフィとサイードは同じベッドに入っていた。

　部屋は暗く、二人は天井を見ながら会話をする。手だけが繋がっていて、少しだけ恥ずかしかった。

「本当に良かったのか？　あの女のことを許してしまって」

「はい。彼女と私、状況が違っていたら立場が逆だったかもしれませんし……」

　家族を人質にとられて命令を聞かされた。

　その点において、二人は同じ立場だろう。だからこそ、ソフィはそんな彼女を断ずることができなかった。

　サイードは「君がそれでいいなら……」とどこか不満そうに言って、言葉を続ける。

「パシニア王国には先日連絡を入れて、予定通り土地の方を接収することとなった。抗議はあったがもう知らん。そもそも、あの土地はうちのものだったんだからな」

「そうなの？」

「三十年ほど前に不意をつかれて、実力行使で取られたらしいんだ。それからはずっと、あの土地を取り返すために色々と交渉をしていた。ま、結果はこんな感じになってしまったが……」

　つまり、あの資金援助もその交渉の一環だったのだろう。

「実力行使で取られたのだから実力行使で取り返すべきだという話もあったが、こんなことで戦争をしてもしかたがないからな」

「サイードは優しいのね」

「あんな小さな土地のために戦争をするなんて馬鹿らしいと思っただけだ」

　気恥ずかしいのか、本音なのか、わからないがそう言って、彼はソフィの方を見た。そして繋がっている手をやわやわと揉みしだく。

「もう、ねるか」

「え！」

「ん？」

「な、なんでもないの！　おやすみなさい」

　慌てたようにそう言って、ソフィは布団をかぶりサイードに背を向けた。

　サイードはそんな彼女の腹部に手を回し、後ろから抱きしめる。そのまま耳元で囁いた。

「どうした？　期待していたのか？」

「そ、それは……」

「随分と正直になったんだな」

「だって……」

　寂しかったのだ。会えない間、ずっと寂しかった。

　離れていた時間は長かったし、想いが通じ合ってから今までだって時間があった。全部合わせて三週間ほどの期間だったが、今までの人生で一番長い三週間だった。

　サイードはソフィの肩に顔を埋める。

「期待してもらっていて悪いんだが、今晩は我慢してくれ。明日、医者に診てもらう予定があるからな。いま無理をすると、また面倒くさいことを言われかねない」

「そう、よね」

　サイードはソフィを庇った時に足を捻っていた。

　あの時は興奮していたので痛みなどは感じなかったようなのだが、しばらくしてから腫れ上がってきてしまい、医者からは「問題はありませんができるだけ動かないでください」と言われてしまったのだ。

　歩くことは問題ないので介助は必要ないが、走ることは当然できない。

　ソフィも診断を受けた時にそばにいたのでそのことは知っていた。

「でも、こうしているとダメだな。今にも箍がはずれそうだ」

　そう言いながら、サイードはソフィの臀部に腰を押し付けた。

　布越しでもわかる彼の確かな膨らみに、ソフィは「あっ……」と声を漏らす。

　その声に興奮したのか、彼は更に身体を密着させてきた。そして、熱くなった吐息を吐く。

「あぁもう、ダメだな。君を抱きたくてしょうがない」

　腰に回っていた手が上がってきて胸に触れた。そのまま彼は胸を可愛がりつつ、また熱い吐息を漏らす。それは興奮しつつも己を律しようと我慢している切なさを含んでいて、ソフィは嬉しいような切ないような複雑な想いを胸に抱いた。

　ソフィはみじろぎをし、そのまま彼に向き直った。そして意を決したような表情を浮かべる。

「サ、サイードが動かなかったらいいのよね？」

「ん？」

「わ、私がするわ。今日は私が、動くから」

　ソフィのその言葉に、サイードの喉仏が一度だけ上下した。






「う、動かないでね」

　そう言ってソフィはサイードの上に跨がった。
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　身体を半分起こした彼は、滾った己の切っ先を彼女の潤みに向けている。

　ソフィは彼の胸板に手を当てながら、反対側の手の指で自身の割れ目を広げた。そして、そのままゆっくりと、彼の雄を咥える。

「んっあ、ぁぁ……」

「ん」

　そのまま体重をかけて、ソフィは彼をゆっくりと飲み込んでいく。しかし、初めての行為に、なかなかうまく腰を進めることができない。中を広げられる感覚に、背筋を駆け上がる快楽に、それ以上進めることが怖くなって何度も途中で止まってしまうのだ。

「や、はいら、な――」

　腰が震え、目に涙が浮かぶ。彼とはもう何度も身体を繋げているのに、彼のモノはまだ半分もソフィの中に入っていなかった。

　先端ばかり刺激されたためか、サイードは焦れたようにソフィの太腿を触る。

「ゆっくり腰を上げ下げしてみろ」

　その声に、ソフィは頷き、ゆっくりと腰を上下させた。ぬち、ぬち、と、ぬめった音が部屋中に広がり、先ほどよりは彼が奥に進んでくる。しかし、それでもまだ最奥には辿り着けなくて、ソフィは彼の腹部に手を這わしたまま必死に腰を振った。

「やだっ、おおき、い、んん――」

　じゅぶじゅぶと水音だけは大きくなるのに、彼の雄にだってソフィの蜜がてらてらと塗りつけられているのに、いつものように先に進めない。

　今だって十分気持ちがいいのに、これ以上進んだらどうなってしまうかわからない。その恐怖で、腰がひるんでしまっているのだ。

　その光景を下から眺めながら、サイードは上唇を舐める。

「たまらないな……」

　熱っぽい声でそう言って、サイードは身体を起こし、腰を掴んだ。ソフィが「え？」と首を傾げると、下から突如内臓が突き上げられる。

「――ひぅっ！」

　瞬間、涙が弾けて、シーツに散った。「あぁっ！」と声を漏らせば、彼は興が乗ったのか更に突き上げてくる。

　がつんがつんと下から突き上げられて、呼吸ができない。だけど苦しさよりも快楽が頭の中を沸騰させる。

「ぁあっ！　やめ――んん！」

　逃げようとしても、腰を掴んでいる手がそれを許してくれない。それどころか、まるで仕置のように激しく最奥を突かれた。いいところを重点的に擦り上げられ、もういつ意識が飛んでもおかしくないところにまで押し上げられる。

「サイー、ド、サイー……あぁっ！　ぁ！」

「ソフィは、欲しがりだな」

「――っ！」

　瞬間、下から思いっきり突き上げられ、一瞬意識が飛ぶ。そのままサイードの身体に枝垂れかかると、彼はソフィの腰から臀部へと手を移動させた。そしてそのまま乱暴に彼女を上下させた。

「そんなに甘えてくるな。一度だけじゃ済まなくなるぞ」

「なん、ど、でも。さいーどが、したいだけ……。ん、んん――！」

「かわいいな」

　そう囁きながら耳に齧り付いて、サイードは最後を予感させるような抽送を始める。

　ソフィはあられもない声を出しながら。喉を反らした。

「やっ、おおき、やだあやめぁんんっ！」

　両胸が揺れて当たり、ぱちぱちと音が鳴る。

　熱した棍棒にぐちゅぐちゅと中を掻きまぜられて、視界がチカチカした。

　サイードはソフィを引き寄せる。そうして、鼻にかかった甘える声に蓋をするように口づけをすると、今にも泣きそうな声を出した。

「ソフィ、愛してる」

「わたしも、あいしてる」






　サイードが熱い飛沫を放つと同時に、ソフィはサイードをしめつけながら、頂点に達した。






　愛し合う彼らを祝福するように、窓の外では満月が二人を照らしていた。







了
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